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今週のキーワード

AI創薬とDDS
難治性疾患への挑戦と製造革新

31
件

記事数

8
カ国

対象国

2
%

肥満率減少

16.3
%

経口GLP-1減量

今週の全31記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01
CDMO無菌製剤能力拡
張

企業戦略
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
CDMO Curiaがバイオ医薬品・ADC向け無菌製剤製造
能力を大規模拡張し、供給ボトルネック解消に貢献。

#02 経口GLP-1/GIP第2相 新製品
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
VikingがデュアルGLP-1/GIP経口薬VK2735の第2相
試験開始。経口化で肥満症治療市場に革新の可能性。

#03 GLP-1普及で肥満率減 市場概観
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○

GLP-1作動薬普及で米国の肥満率が2%減少。WHOが
肥満症を慢性疾患と認定し、市場拡大と政策推進を後
押し。

#04 核酸医薬製造革新 技術解説
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

核酸医薬製造のボトルネック解消へ、固相合成に代わ
る化学酵素的連結技術がスケーラビリティとコスト効
率を向上。

#05 ナノDDS課題克服 解説記事
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

ナノテクノロジーがDDSの溶解度・標的送達課題を克
服。リポソーム・高分子ナノ粒子が有望だが毒性・製
造課題も。

#06 FUSでBBB開口 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○
バージニア大がFUSでBBBを一時開口し薬剤送達。薬
剤サイズの影響を再定義し、CNS疾患治療に新知見。

#07 TPD臨床応用とDDS 解説記事
●●●○

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

TPDの臨床応用レビュー。低分子分子糊が迅速に進展
する一方、PROTACsはナノメディシンDDSが不可欠
と指摘。

#08 経口ペプチド吸収課題 学術論文
●●○○

○
●○○○

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○

MDPIレビューが治療用ペプチドの経口吸収が1%未満
である理由を解明。酵素分解、pH、マイクロバイオー
タが主要障壁。

#09 オリゴDDS肝臓外へ 技術解説
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
オリゴヌクレオチドDDSが肝臓標的から筋肉・CNSな
ど肝臓外臓器へ進化。多様なDDS技術が成功の鍵。

#10 経口分子糊ACC向け 新製品
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

Pin Therapeuticsが腺様嚢胞癌向け経口分子糊分解剤
PIN-5018を発表。FDA迅速承認目指し第1相試験進行
中。

#11 Samsung CDMO強化 企業戦略
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
Samsung BiologicsがPolyPeptide Groupを18億ドル
で買収し、ペプチド治療薬CDMO能力を大幅強化。

#12 経口GLP-1第3相へ 新製品
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

Structure Therapeuticsの経口GLP-1薬Aleniglipron
が第2相で16.3%体重減少を達成し第3相へ。経口薬
の台頭が加速。

#13 皮膚筋炎経口JAK承認 新製品
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
FDAが成人皮膚筋炎向け初の経口JAK阻害剤Lisrayaを
承認。希少疾患患者に新たな治療選択肢を提供。

#14 AI活用RCDO創薬加速 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○

Nature Communications論文がAI活用RCDOフレー
ムワークを発表。分子生成と実験フィードバックを統
合し創薬を加速。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#15 量子AI分子逆設計 技術解説
●●●●

●
●○○○

○
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

●
生成AIと量子コンピューティングの統合が分子・材料
の逆設計を実現。創薬・素材開発に革命をもたらす。

#16 CRC向けbsADC進展 学術論文
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
結腸直腸がん治療で二重特異性抗体・ADCが進歩。腫
瘍不均一性・薬剤耐性克服に新たな解決策。

#17 TPD薬DDS革新 学術論文
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

TPD薬の送達課題をナノメディシンとプログラム可能
な近接プラットフォームが解決。臨床応用範囲拡大へ
。

#18 AI設計薬臨床成功 学術論文
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

AIと先進医薬品技術の融合が進展。InsilicoのAI設計
薬INS018_055が特発性肺線維症の第2相試験で成功
。

#19 FDA腫瘍薬迅速承認 政策動向
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○
FDAが4つの腫瘍治療薬にファストトラック指定。膵
臓がん、結腸直腸がん、軟部肉腫、子宮頸がん向け。

#20 TMEモデルADC効能 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
TMEモデル化によりADC効能最大化の新戦略を解明。
HE-S2 ADCがin vivoで優れた抗腫瘍効果を示唆。

#21 BiTE療法導入拡大 市場概観
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
BiTE療法が米国の地域がん治療施設で導入拡大。従来
の治療抵抗性がん患者に新たな選択肢を提供。

#22 AbbVie BiTE第3相 新製品
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

AbbVieの二重特異性抗体etentamigが多発性骨髄腫第
3相試験で奏効率・PFSを改善。安全性プロファイル
も良好。

#23
ハイドロゲルDDS乳が
ん

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

スマートハイドロゲル-ナノ粒子プラットフォームが
乳がんの精密薬物送達とTME変調を実現。治療効率・
安全性向上へ。

#24 PROTAC放射線増感 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○
BRD4標的PROTACナノアセンブリがFLASH放射線増
感療法を大幅強化。in vivoで優れた腫瘍抑制効果。

#25 bsADC毒性克服 技術解説
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
ロジックゲート型bsADCプラットフォームが数千のが
ん標的を解放し、従来のADC毒性課題を克服。

#26 高分子ナノ粒子応用 解説記事
●●○○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
高分子ナノ粒子が薬物送達、遺伝子治療、医療画像診
断など幅広い生物医学分野で多様な応用を加速。

#27 Genentech ADC耐性 企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

GenentechがDualityBioと10億ドル超で提携。ADC
耐性克服に向け新規ペイロード開発を加速し、難治性
がん治療へ。

#28
UBC
AIタンパク質設計

大学研究
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

UBC医学部がAIタンパク質設計・薬物送達分野で新研
究教授を任命。AlphaFold活用で次世代治療薬・診断
薬創出へ。

#29 多重特異性抗体CDMO 業界レポ
ート

●●●○
○

●●●●
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

多重特異性抗体治療薬の台頭がCDMO開発アーキテク
チャを変革。分子工学・分析・プロセス最適化が鍵。

#30
PROTAC反応メカニズ
ム

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

PROTAC薬への反応はタンパク質蓄積メカニズムが鍵
。難治性がん治療の新たな標的戦略とバイオマーカー
を提供。

#31 AI設計ADC臨床入り 新製品
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

BigHat BiosciencesがAI設計CDH17標的ADC「BHB
810」の胃がん第1相試験を開始。AI創薬の可能性を
示す。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ AI創薬の波に乗り遅れていないか？
AIと量子コンピューティングの融合による分子逆設計（#15）や、AI駆動型閉ループ創薬（#14）、AI設計薬の臨床成功
（#18, #31）など、AIが創薬のあらゆるフェーズで成果を出し始めています。貴社のR&D;戦略は、このパラダイムシフ
トに対応できていますか？

❷ 難治性疾患DDSのボトルネックをどう克服するか？
血液脳関門開口技術（#06）や肝臓外臓器へのオリゴヌクレオチド送達（#09）、スマートハイドロゲル（#23）など、
DDS技術は進化しています。PROTACsやADCの課題（#07,
#25）を解決し、アンメットニーズに応えるためのDDS戦略は万全ですか？

❸ 肥満症治療薬市場の激変にどう対応するか？
GLP-1受容体作動薬の普及で米国の肥満率が減少（#03）し、経口GLP-1薬が第3相に進む（#12）など、肥満症治療市場
は急速に拡大・変化しています。この巨大市場における経口薬の台頭は、貴社の事業戦略にどのような影響を与えますか
？

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

量子AI創薬

AI創薬加速

肥満症経口薬

核酸製造革新

標的DDS

TPD薬進化

次世代ADC

CDMO強化

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● 量子AI創薬 注意 革新的新薬・素材創出 競争激化・技術格差

● AI創薬加速 注意 開発効率向上・新薬創出 既存手法の陳腐化

● 肥満症経口薬 注意 巨大市場への参入 既存事業の脅威

● 核酸製造革新 機会大 製造コスト削減・供給安定 技術転換への投資

● 標的DDS 注意 難治性疾患治療 高度な技術開発必要

● TPD薬進化 注意 アンメットニーズ対応 複雑なDDS開発

● 次世代ADC 注意 がん治療効果向上 競争激化・高コスト
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● CDMO強化 機会大 受託事業拡大 設備投資・技術追従
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深掘り ① ― 量子AIによる分子・材料の逆設計
#15 | 2026/09/01 | SEMICON Taiwan | 技術新規性●●●●● 実用化距離●○○○○ 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●○○○ 日本関連度●●●●●

生成AIと量子コンピューティングの統合により、特定の機能を持つ分子や材料の構造を直接設計する「逆設計アプロー
チ」が実現しつつあります。これにより、従来の試行錯誤的な開発プロセスが劇的に短縮され、創薬や材料科学に革命
をもたらす可能性が指摘されています。

量子コンピューティングの並列処理能力は、複雑な量子化学的相互作用のシミュレーションを可能にし、AIがより精緻
で予測精度の高い分子設計を行うことを支援します。これにより、薬剤の生体内挙動や材料の長期安定性など、複雑な
特性の予測精度が向上します。

▶ 技術者の視点

量子AIによる分子逆設計は、まさに学術的ブレークスルーであり、創薬・材料開発のパラダイムを根本
から変える可能性を秘めています。提示された「逆設計」という概念は非常に魅力的ですが、量子コン
ピューティング自体の実用化距離がまだ遠く、AIとの統合による具体的な成果はまだ基礎研究段階と言
えます。しかし、その市場インパクトは計り知れません。日本企業にとっては、材料・素材メーカー、
製薬企業、そして量子技術開発企業が連携し、この最先端技術の研究開発に早期から投資することが【
機会】となります。一方で、この分野での国際競争に乗り遅れることは、将来的な技術的【脅威】とな
るでしょう。特に、量子化学シミュレーションの精度向上は、既存の計算化学手法を陳腐化させる可能
性も考慮すべきです。

深掘り ② ― AI活用RCDOフレームワークが創薬を加速
#14 | 2026/08/27 | Nature Communications | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●●○

創薬のための閉ループ強化学習フレームワーク「Rapid Compound Directed Optimization（RCDO）」が発表されま
した。AI駆動の分子生成と実験的フィードバックを統合し、非活性化合物を含むウェットラボデータに基づいて生成探
索を継続的に改善することで、リード化合物の最適化プロセスを大幅に加速します。

従来のDMTサイクル（設計、合成、試験）はオープンループ型で効率性に課題がありましたが、RCDOはこれを閉ルー
プ化し、AIモデルがリアルタイムで学習・最適化する能力を持ちます。これにより、DMTサイクルを数日単位で繰り返
し、開発期間とコストの削減に貢献します。

▶ 技術者の視点

AIと実験の閉ループ統合は、AI創薬の次のステップとして非常に重要です。RCDOフレームワークは、
AIが単なる予測ツールではなく、実験結果から自律的に学習し、最適化を進めることを可能にします。
これにより、リード化合物の最適化にかかる時間が劇的に短縮される可能性があり、製薬企業にとって
は大きな【機会】です。ただし、このフレームワークの実用化には、高品質な実験データの継続的な供
給と、AIモデルの頑健性の検証が不可欠です。特に、非活性データも活用する点は評価できますが、デ
ータバイアスやモデルの汎用性には注意が必要です。日本企業は、自社のウェットラボとAI開発チーム
との連携を強化し、このような閉ループシステムを早期に導入することで、創薬開発の効率を向上させ
るべきです。導入が遅れれば、国際的な創薬競争において【脅威】となるでしょう。
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深掘り ③ ― GLP-1薬普及で米国の肥満率が減少
#03 | 2026/09/03 | LinkedIn | 技術新規性●●○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●● データ信頼性●●●○○
日本関連度●●●●○

GLP-1受容体作動薬（Ozempic, Wegovy, Mounjaro, Zepbound）の広範な使用により、米国の成人肥満率が2022年
から2025年の間に2%減少したと報告されています。WHOが肥満症を慢性疾患と公式に位置づけたことも、この治療
薬の普及と政策変更を後押ししています。

この動向は、経口GLP-1アナログ薬の第2相試験の進展によってさらに補強されており、患者の利便性向上と治療アド
ヒアンスの改善が期待されます。肥満症治療薬市場は、公衆衛生上の大きな課題解決と同時に、製薬業界にとって新た
な成長機会を創出しています。

▶ 技術者の視点

GLP-1受容体作動薬が公衆衛生レベルで肥満率を減少させたという報告は、その効果の大きさを裏付け
るものです。2%という数値は、短期間での変化としては非常に大きく、このクラスの薬剤が社会に与
えるインパクトは想像以上です。WHOの慢性疾患認定は、肥満症治療の保険適用拡大や社会的な受容性
を高める上で重要な後押しとなるでしょう。日本市場においても、肥満症は増加傾向にあり、GLP-1薬
の需要は高まる一方です。経口GLP-1薬の開発競争は激化しており、注射剤が苦手な患者層へのアプロ
ーチは大きな【機会】となります。しかし、既存の注射剤メーカーや、経口化技術を持たない企業にと
っては、この市場変化は大きな【脅威】となり得ます。日本の製薬企業は、経口ペプチド送達技術への
投資を加速し、この巨大市場での競争力を確保する必要があります。

その他の注目記事
バージニア大学、集束超音波で血液脳関門を一時的に開口し薬剤送達、薬剤サイズが効果に与える影響を再定義 (Physics World)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

集束超音波によるBBB開口はCNS疾患DDSのブレークスルー。薬剤サイズの影響再定義は、最適設計に新たな視点を与
える。

Samsung Biologics、22億ドル増資でPolyPeptide Groupを18億ドルで買収、ペプチド治療薬CDMO能力を強化 (Endpoints News)
技術新規性●●○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●○

Samsungの大型買収はCDMO市場の競争激化と多角化を示す。日本のCDMOや製薬企業は、ペプチド製造能力の強化
を急ぐべき。

BigHat Biosciences、AI設計CDH17標的ADC「BHB810」の胃がん第1相試験で初の患者に投与開始 (BigHat Biosciences)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●○

AI設計ADCが臨床試験入り。AIが創薬パイプラインの初期から後期まで影響を拡大していることを示す重要な事例。

核酸医薬製造のボトルネック解消へ、固相合成に代わる化学酵素的連結技術がスケーラビリティを向上 (The Medicine Maker)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

核酸医薬製造のコストとスケーラビリティは大きな課題。化学酵素的連結はmRNAワクチンなど大規模生産に不可欠な
技術革新。

二重特異性ADCプラットフォーム、従来困難だった数千のがん標的を解放し、毒性課題を克服 (Drug Discovery News)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

ロジックゲート型bsADCは、がん治療の選択性と有効性を飛躍的に向上させる可能性。ADCの毒性課題克服に期待。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【R&D;部門】AI創薬に関する最新論文（#14, #15, #18,
#31）を精査し、自社R&D;パイプラインへのAI導入可能性を検討する。

• 【経営企画部門】肥満症治療薬市場の動向（#03,
#12）を再評価し、GLP-1関連事業への参入または既存事業への影響を分析する。

• 【調達部門】CDMO市場のM&A;動向（#11）を注視し、サプライチェーンの安定性や新たな提携先の可能性を
調査する。

▍短期（1ヶ月）
• 【R&D;部門】核酸医薬製造技術（#04）について、化学酵素的連結技術の詳細を調査し、自社製造プロセスへ
の適用可能性を評価する。

• 【DDS研究部門】血液脳関門開口技術（#06）や肝臓外DDS（#09）、スマートハイドロゲル（#23）など、
標的DDSの最新動向を調査し、自社のDDSプラットフォーム強化計画を立案する。

• 【半導体PKG部門】AIと量子コンピューティングの融合（#15）が材料開発に与える影響について、専門家と
の意見交換会を企画する。

▍中長期（四半期〜）
• 【R&D;部門】TPD薬（#07, #10, #17, #24, #30）および次世代ADC/BiTE（#16, #20, #22, #25,
#27）のDDS開発に特化した研究プロジェクトを立ち上げ、難治性がん治療への貢献を目指す。

• 【経営企画部門】AI創薬ベンチャーへの戦略的投資や共同研究の機会を模索し、将来的な技術ポートフォリオ
の強化を図る。

• 【人事部門】AI、量子コンピューティング、高度DDS技術に関する専門人材の採用・育成計画を策定し、技術
競争力強化の基盤を構築する。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-09-05
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収録記事一覧

#01 CDMO Curia、バイオ医薬品・ADC向け無菌製剤製造能力を英国・米国で大規模拡張

#02 Viking TherapeuticsのデュアルGLP-1/GIP作動薬VK2735、肥満症治療で第2相VENTURE-Oral
試験を開始

#03 GLP-1受容体作動薬の普及により米国の成人肥満率が2022年から2025年に2%減少、WHOが肥
満症を慢性疾患と認定

#04 核酸医薬製造のボトルネック解消へ、固相合成に代わる化学酵素的連結技術がスケーラビリティ
を向上

#05 ナノテクノロジーがドラッグデリバリーの課題を克服、リポソーム・高分子ナノ粒子が薬剤溶解
性・標的送達を向上

#06 バージニア大学、集束超音波で血液脳関門を一時的に開口し薬剤送達、薬剤サイズが効果に与え
る影響を再定義

#07 標的タンパク質分解薬（PROTACs/分子糊）の臨床応用とナノメディシン送達戦略、低分子分子
糊が迅速な進展を示す

#08 治療用ペプチドの経口吸収は1%未満、酵素分解・pH・マイクロバイオータが課題、MDPIレビ

ューがメカニズムを解明

#09 オリゴヌクレオチド薬物送達、肝臓標的から筋肉・中枢神経系など肝臓外臓器への組織特異的ア
プローチへ進化

#10 Pin Therapeutics、中国TPDフォーラムで腺様嚢胞癌（ACC）向け経口分子糊分解剤PIN-5018
を発表、FDA迅速承認目指しPhase 1進行中

#11 Samsung Biologics、22億ドル増資でPolyPeptide Groupを18億ドルで買収、ペプチド治療薬
CDMO能力を強化

#12 肥満治療薬パイプライン、Structure Therapeuticsの経口GLP-1薬AleniglipronがPhase 2で
16.3%体重減少を達成しPhase 3へ

#13 FDA、成人皮膚筋炎向け初の経口JAK阻害剤Lisraya（ブレポシチニブ）を承認、241人対象
Phase 3で有効性・安全性確認

#14 Nature Communications論文: AI活用RCDOフレームワークが分子生成と実験的フィードバック
を統合し創薬を加速

#15 生成AIが量子コンピューティング統合で分子・材料の逆設計を実現、創薬・素材開発を革新

#16 結腸直腸がん治療の未来を拓く：二重特異性抗体およびADCの新たな進歩

#17 標的タンパク質分解薬の送達を革新：ナノメディシンとプログラム可能な近接プラットフォーム

#18 AIと先進医薬品技術の融合：InsilicoのINS018_055が臨床試験で成功



#19 FDA、2026年8月に4つの腫瘍治療薬に迅速承認経路「ファストトラック」指定

#20 腫瘍免疫微小環境のモデル化によりADCの効能を最大化する新戦略を解明

#21 二重特異性T細胞エンゲージャー（BiTE）療法、地域のがん治療施設で導入拡大

#22 AbbVieの二重特異性抗体etentamig、再発/難治性多発性骨髄腫第3相試験で奏効率と無増悪生存
期間を改善

#23 スマートハイドロゲル-ナノ粒子プラットフォーム、乳がんの精密薬物送達と腫瘍微小環境変調で
新たな道

#24 BRD4標的PROTACナノアセンブリがFLASH放射線増感療法を大幅に強化、腫瘍抑制に成功

#25 二重特異性ADCプラットフォーム、従来困難だった数千のがん標的を解放し、毒性課題を克服

#26 高分子ナノ粒子が薬物送達・遺伝子治療・医療画像診断など幅広い生物医学分野で多様な応用を
加速

#27 Genentech、DualityBioと10億ドル超の提携でADC耐性克服へ、新規ペイロード開発を加速

#28 UBC医学部、AIタンパク質設計と薬物送達分野で世界的な科学者3名を新研究教授に任命

#29 多重特異性抗体治療薬の台頭がCDMO開発アーキテクチャを変革

#30 PROTAC薬への反応はタンパク質蓄積メカニズムが鍵：難治性がん治療に新たな標的戦略

#31 BigHat Biosciences、AI設計CDH17標的ADC「BHB810」の胃がん第1相試験で初の患者に投与
開始



#01 CDMO Curia、バイオ医薬品・ADC向け無菌製剤製造
能力を英国・米国で大規模拡張

概要

CDMOのCuriaは、バイオ医薬品や抗体薬物複合体（ADC）などの高活性製品の需要増
に対応するため、英国グラスゴーと米国アルバカーキの無菌製剤製造施設を拡張して
います。この拡張には、Annex 1準拠の最新アイソレーターベースのバイアル充填ライ

ンと凍結乾燥機が含まれ、無菌製造の厳格な要件を満たすものです。この投資は、複
雑なバイオ医薬品開発を加速させるCDMOの供給能力不足を解消し、業界全体のボト
ルネック解消に貢献すると期待されます。

公開日 2026年09月02日  Packaging Digest  イギリス, アメリカ



詳細

主要成果

大手CDMOのCuriaは、バイオ医薬品および高活性抗体薬物複合体（ADC）の製造需要急
増に対応するため、英国グラスゴーと米国アルバカーキの無菌製剤製造施設を大規模に
拡張しました。この戦略的投資は、最新のAnnex 1規制に準拠したアイソレーターベー
スのバイアル充填ラインと高性能凍結乾燥機の導入を核とし、業界が直面する無菌製造
能力のボトルネック解消を目指します。

技術・臨床詳細

無菌製造技術の強化: 新たに導入されるアイソレーター技術は、バイオ医薬品製造に
おいて最も厳格な無菌環境を確保し、製品汚染リスクを最小限に抑えます。これは、
欧州医薬品庁（EMA）が定める無菌医薬品製造に関する最新のAnnex 1ガイドライン
に完全に準拠しており、特に高活性物質や細胞・遺伝子治療薬の製造において極めて
重要です。

凍結乾燥能力の増強: 高活性バイオ医薬品の多くは、安定性向上のため凍結乾燥製剤
として提供されます。今回の拡張に含まれる高性能凍結乾燥機は、これらのデリケー
トな製品の品質を保ちつつ、製造スループットを大幅に向上させます。

対象製品: 成長著しいバイオ医薬品、特に抗体薬物複合体（ADC）や核酸医薬、細
胞・遺伝子治療薬といった高活性・高価なモダリティの受託製造をターゲットとして
います。これらの製品は、少量でも高い薬効を発揮するため、製造における精密な管
理と高い品質基準が求められます。

背景・業界文脈

近年、革新的なバイオ医薬品の承認が増加する一方で、その複雑な製造プロセスをサポ
ートするCDMO（Contract Development and Manufacturing Organization）の能力が追
いつかない状況が課題となっていました。特に無菌製剤の充填・仕上げ工程は、高度な
技術と設備投資が必要であり、多くの企業が外部委託に依存しています。Curiaの今回
の拡張は、この需給ギャップを埋め、医薬品開発の後期段階における供給安定性向上に
貢献します。



世界的に無菌製剤の市場は拡大の一途を辿っており、特にオンコロジー領域や希少疾患
治療薬のパイプライン増加がこのトレンドを加速させています。今回の拡張は、これら
の製品の市場投入を加速させ、患者アクセスを改善する上で重要な役割を果たすでしょ
う。

今後の展望

Curiaの無菌製剤製造能力の増強は、同社の市場競争力を高めるだけでなく、世界的な
バイオ医薬品のサプライチェーン強靭化にも寄与します。今後、より多くのバイオ製薬
企業がCuriaのようなCDMOパートナーを活用し、革新的な医薬品の早期市場投入と安
定供給を実現することが期待されます。この投資は、医薬品製造の未来における高活性
物質の扱いの標準化と効率化を推進する一例となるでしょう。

元記事: #

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#02 Viking TherapeuticsのデュアルGLP-1/GIP作動薬
VK2735、肥満症治療で第2相VENTURE-Oral試験を開始

概要

Viking Therapeuticsは、肥満症治療を目的としたデュアルGLP-1/GIP受容体作動薬
VK2735の経口製剤について、第2相臨床試験「VENTURE-Oral」を2025年初頭に開始し
ました。この記事では、経口ペプチド送達の困難さに焦点を当て、Eli Lilly社の

Orforglipron、Tirzepatide、Retatrutideといった競合するGLP-1関連作動薬と比較しな
がら、VK2735の可能性を強調しています。特に、他の薬剤が示す顕著な体重減少効果
は、このクラスの薬剤が肥満症治療市場に与える影響の大きさを裏付けています。

公開日 2026年08月31日  Superpower  アメリカ



詳細

主要成果

Viking TherapeuticsのデュアルGLP-1/GIP受容体作動薬VK2735の経口製剤が、肥満症治
療を対象とした第2相臨床試験「VENTURE-Oral」を2025年初頭に開始しました。この薬
剤は、注射剤が主流のGLP-1/GIP作動薬市場において、経口投与という利便性で差別化
を図る可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

作用機序: VK2735は、グルカゴン様ペプチド-1（GLP-1）受容体とグルコース依存性
インスリン分泌刺激ポリペプチド（GIP）受容体の両方に作用するデュアルアゴニス
トです。これらの受容体は血糖コントロールと食欲調節に重要な役割を果たしてお
り、両者を同時に活性化することで、相乗的な体重減少効果と代謝改善が期待されま
す。

VENTURE-Oral試験: 第2相試験であるVENTURE-Oralは、肥満症患者を対象にVK2735

経口製剤の有効性、安全性、忍容性を評価することを目的としています。経口ペプチ
ドの送達は、消化管内での酵素分解や低い吸収率といった課題があり、この試験結果
はVK2735の市場競争力を大きく左右するでしょう。

競合薬との比較: Eli Lilly社のOrforglipron（経口GLP-1）、Tirzepatide（GLP-

1/GIP）、Retatrutide（GLP-1/GIP/グルカゴン）など、複数の競合するGLP-1関連作動
薬が臨床開発を進めています。これらの薬剤は大規模な臨床試験で顕著な体重減少効
果を示しており、VK2735も同様の高い効果が期待されます。例えば、Retatrutideは
第2相試験で最大24%の体重減少を達成したとの報告もあります。

背景・業界文脈

肥満症は世界的に深刻な公衆衛生上の課題であり、心血管疾患、2型糖尿病、特定の癌
など、多くの関連疾患のリスクを高めます。GLP-1受容体作動薬は、近年、その強力な
体重減少効果と代謝改善効果により、肥満症治療薬のパラダイムを大きく変えていま
す。しかし、既存の多くの薬剤は注射剤であり、患者の利便性や長期的なアドヒアンス
（服薬遵守）が課題とされていました。このため、経口投与可能なGLP-1関連作動薬の
開発は、市場において大きな未充足ニーズを満たす可能性を秘めています。

経口ペプチドの開発は、消化酵素による分解や低い膜透過性といった生理学的障壁を克
服する必要があり、高度なドラッグデリバリー技術が不可欠です。



今後の展望

VK2735のVENTURE-Oral試験の結果は、Viking Therapeuticsの今後の開発戦略に決定的
な影響を与えるでしょう。もし良好な安全性プロファイルと顕著な体重減少効果が確認
されれば、肥満症治療市場における経口GLP-1/GIP作動薬の新たな選択肢として大きな
注目を集めることになります。経口ペプチド治療薬の開発競争は激化しており、
VK2735の進展は、この分野の技術革新と市場動向を占う上で重要な指標となるでしょ
う。

元記事: #

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#03 GLP-1受容体作動薬の普及により米国の成人肥満率が
2022年から2025年に2%減少、WHOが肥満症を慢性疾患
と認定

概要

GLP-1受容体作動薬（Ozempic, Wegovy, Mounjaro, Zepbound）の広範な使用により、

米国の成人肥満率が2022年から2025年の間に2%減少したと報告されています。この動
向は、経口GLP-1アナログ薬の第2相試験の進展と、世界保健機関（WHO）が肥満症を
慢性疾患と公式に位置づけた新ガイドラインによって補強されています。この治療薬

の普及と政策変更は、肥満症治療の新たな時代を画するものです。

公開日 2026年09月03日  LinkedIn  アメリカ



詳細

主要成果

GLP-1受容体作動薬（Ozempic、Wegovy、Mounjaro、Zepboundなど）の普及が、米国
における成人肥満率を2022年から2025年の間に2%減少させるという変革的な影響をも
たらしました。これは、肥満症治療におけるこれらの薬剤の臨床的有効性と市場浸透の
成功を示すものです。

技術・臨床詳細

GLP-1作動薬の影響: セマグルチド（Ozempic、Wegovy）、チルゼパチド
（Mounjaro、Zepbound）といったGLP-1受容体作動薬は、強力な食欲抑制と満腹感
の促進を通じて体重減少を促します。これらの薬剤は元々2型糖尿病治療薬として開
発されましたが、その顕著な体重減少効果から、肥満症治療薬としても広く承認・使
用されるようになりました。

経口GLP-1アナログ薬の進展: 既存の薬剤の多くが注射剤であるのに対し、現在複数
の経口GLP-1アナログ薬が第2相臨床試験段階にあります。これらの経口薬の開発
は、患者の利便性を大幅に向上させ、治療のアドヒアンスを高めることで、さらなる
市場拡大と肥満率減少に寄与する可能性があります。

WHOの新ガイドライン: 世界保健機関（WHO）は、肥満症を「複雑な、慢性的な疾
患」と正式に認める新しいガイドラインを発表しました。これは、肥満症が単なる生
活習慣病ではなく、長期的な管理を必要とする医学的疾患であるという認識を強化
し、予防と治療への取り組みをさらに推進するものです。

背景・業界文脈

肥満症は世界的に蔓延しており、心血管疾患、脳卒中、特定の癌、糖尿病などの重篤な
健康問題のリスクを高めます。従来のダイエットや運動療法だけでは十分な効果が得ら
れない患者が多く、効果的な薬物療法へのニーズは非常に高いものでした。GLP-1受容
体作動薬の登場は、この分野における治療パラダイムを劇的に変化させ、外科手術以外
の選択肢を求める患者に新たな希望をもたらしています。

米国の肥満率が2%減少したという報告は、これらの薬剤が公衆衛生に与えるインパク
トの大きさを浮き彫りにしています。WHOの認定は、各国政府や医療機関が肥満症治
療への投資を増やし、医療保険適用範囲を拡大する後押しとなる可能性があります。今
後の展望



GLP-1受容体作動薬のさらなる普及と経口製剤の市場投入は、世界の肥満症治療市場を
一層拡大させるでしょう。特に、利便性の高い経口薬が利用可能になれば、より広範な
患者層が治療にアクセスできるようになり、肥満関連疾患の負担軽減に大きく貢献する
可能性があります。WHOの慢性疾患認定は、肥満症治療の社会的受容性を高め、長期
的なケアモデルの構築を加速させるでしょう。これは、製薬業界にとって新たな成長機
会を意味すると同時に、公衆衛生の改善に向けた重要なステップとなります。

元記事: #

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#04 核酸医薬製造のボトルネック解消へ、固相合成に代わ
る化学酵素的連結技術がスケーラビリティを向上

概要

核酸医薬（siRNA、mRNAなど）の製造において、従来の固相オリゴヌクレオチド合成
（SPOS）は大規模生産時のスケーラビリティに限界があることが指摘されています。
この記事では、このボトルネックを克服するため、より短くクリーンなフラグメント

からオリゴヌクレオチドを組み立てる化学酵素的連結がスケーラブルなソリューショ
ンとして提案されました。この新手法は、医薬品開発の迅速化とコスト削減に大きく
貢献する可能性があります。

公開日 2026年08月31日  The Medicine Maker  不明



詳細

主要成果

核酸医薬（siRNA、mRNAなど）の製造における主要な課題であった固相オリゴヌクレ
オチド合成（SPOS）のスケーラビリティの限界を、化学酵素的連結技術が克服する可
能性が示されました。この新しいアプローチは、より短くクリーンなオリゴヌクレオチ
ドフラグメントから目的の核酸を効率的に組み立てることで、大規模な患者層を対象と
する際の製造ボトルネックを解消します。

技術・臨床詳細

固相オリゴヌクレオチド合成（SPOS）の限界: 従来のSPOSは、オリゴヌクレオチド
鎖を1塩基ずつ固相担体上で合成していく方法であり、鎖長が長くなるほど合成効率
が低下し、副生成物の増加や精製プロセスの複雑化といった課題がありました。特
に、mRNAワクチンや広範な遺伝性疾患を対象とする核酸医薬のように、極めて大量
の高品質なオリゴヌクレオチドが必要とされる場合、このスケーラビリティの問題は
深刻です。

化学酵素的連結（Chemoenzymatic Ligation）: この革新的な手法は、短くて高純度
のオリゴヌクレオチドフラグメントを、酵素（リガーゼなど）と化学反応を組み合わ
せて連結することで、目的の長鎖オリゴヌクレオチドを合成します。SPOSと比較し
て、各工程の効率が高く、副生成物が少ないため、精製が容易で、全体的な収率と純
度が向上します。これにより、製造コストの削減と生産リードタイムの短縮が実現可
能となります。

スケーラビリティの向上: フラグメントベースの合成は、個々のフラグメントを独立
して最適化・大量生産できるため、最終的な長鎖オリゴヌクレオチドの製造スケール
を柔軟に調整できます。これは、希少疾患からコモンディジーズまで、幅広い患者群
に対応する核酸医薬の商業化にとって極めて有利です。

背景・業界文脈

核酸医薬は、遺伝子レベルで疾患を治療または予防する次世代の医薬品として大きな期
待を集めており、siRNA、アンチセンスオリゴヌクレオチド（ASO）、アプタマー、
mRNAワクチンなど多岐にわたります。しかし、その製造は化学合成の複雑さと純度要
件の高さから、常に課題となってきました。特にCOVID-19パンデミック中のmRNAワク
チンの大量生産では、製造能力の確保が世界的な喫緊の課題として浮上しました。



化学酵素的連結のような新しい製造技術は、核酸医薬の商業的実現可能性を高め、より
多くの患者にこれらの革新的な治療法を届けるための鍵となります。

今後の展望

化学酵素的連結技術のさらなる最適化と産業スケールでの実用化は、核酸医薬分野の成
長を加速させるでしょう。製造コストの削減と供給の安定化は、核酸医薬の治療費高騰
という課題を緩和し、市場への浸透を促進します。この技術は、個別化医療から大規模
ワクチン接種プログラムまで、様々な応用において核酸医薬の可能性を最大限に引き出
すための重要な基盤となることが期待されます。

元記事: #

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#05 ナノテクノロジーがドラッグデリバリーの課題を克
服、リポソーム・高分子ナノ粒子が薬剤溶解性・標的送達
を向上

概要

このレビューは、従来の薬剤送達システムが抱える溶解度不足や非特異的分布といっ

た課題をナノテクノロジーが克服する可能性を強調しています。リポソームや高分子
ナノ粒子などの多様なナノキャリアが、薬剤の溶解性を向上させ、病変部への標的送
達を可能にするメカニズムを詳細に説明しています。しかし、ナノ粒子の毒性や製造

の複雑性、臨床への橋渡しといった重要な課題が依然として残っており、堅牢な検証
とスケーラブルな製造プロセスの確立が不可欠であると指摘されています。

公開日 2026年08月31日  Scientific Review  不明



詳細

主要成果

ナノテクノロジーが現代医療、特にドラッグデリバリーシステム（DDS）において、従
来の薬剤送達が抱える低溶解性や非特異的分布といった根本的な課題を克服する革新的
な役割を果たしていることが、最新のレビューで強調されました。リポソームや高分子
ナノ粒子といった多様なナノキャリアの活用により、薬剤の溶解性が劇的に向上し、疾
患部位への精密な標的送達が可能になっています。

技術・臨床詳細

ナノキャリアの多様性: リポソームは、生体適合性の高い脂質二重膜構造を持つナノ
粒子で、親水性薬剤と疎水性薬剤の両方を内包できます。これにより、薬剤の溶解性
を向上させ、全身循環中の安定性を高め、特定細胞への標的化も可能です。高分子ナ
ノ粒子は、生体分解性ポリマーから構成され、薬剤の徐放制御や、サイズ、表面電
荷、リガンド修飾による標的特異性の付与が容易です。

薬剤溶解性の向上と標的送達: ナノ粒子は、薬剤をナノスケールでカプセル化するこ
とで、水に溶けにくい薬剤の生体内利用効率（バイオアベイラビリティ）を飛躍的に
高めます。また、受動的ターゲティング（Enhanced Permeation and Retention: EPR
効果）や、特異的なリガンドを表面に修飾する能動的ターゲティングにより、薬剤を
健康な組織への影響を最小限に抑えつつ、疾患部位（例: 腫瘍細胞）へ効率的に送達
します。

克服すべき課題: ナノ粒子の潜在的な毒性（例: 蓄積性、免疫原性）、製造プロセス
における複雑性、そしてラボスケールから臨床スケールへのスケーリングの困難さ
は、依然として重大な課題です。特に、均一なサイズと安定性を有するナノ粒子を大
量生産する技術は、今後の商業化において鍵となります。

背景・業界文脈

従来の低分子医薬品やバイオ医薬品は、生体内での不安定性、低いバイオアベイラビリ
ティ、オフターゲット効果による副作用など、多くの課題を抱えていました。これらの
課題は、治療効果の最大化と患者負担の軽減を阻む主要因となっていました。ナノメデ
ィシンは、これらの限界を打破し、医薬品のポテンシャルを最大限に引き出すための有
望なアプローチとして、過去数十年にわたり集中的に研究が進められてきました。



特に、癌治療、感染症治療、再生医療など、幅広い医療分野での応用が期待されていま
す。FDAが承認したナノ医薬品も増加傾向にあり、この分野への投資と関心は高まって
います。

今後の展望

ナノテクノロジーの進歩は、個別化医療の実現や、治療困難な疾患に対する新たな治療
法の開発に不可欠です。今後は、ナノ粒子の生体適合性、安全性プロファイルのさらな
る最適化、そして低コストで高品質なナノ医薬品を大量生産できる製造技術の確立が、
臨床翻訳を加速させる上で重要となります。堅牢な検証プロセスと規制当局との連携を
通じて、ナノテクノロジーは現代医療の未来を形作る主要な柱の一つとなるでしょう。

元記事: #

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#06 バージニア大学、集束超音波で血液脳関門を一時的に
開口し薬剤送達、薬剤サイズが効果に与える影響を再定義

概要

バージニア大学の研究者たちは、集束超音波（FUS）を用いて血液脳関門（BBB）を一
時的に開口させ、薬剤を脳へ送達する画期的な手法を開発しました。彼らはMRI物理
学を応用し、薬剤サイズがFUSによる送達効率に与える影響を分析。「小さいほど良

い」という従来の仮定に異議を唱え、最適な薬剤設計の新たな視点を提供していま
す。この技術は、ガス入りマイクロバブルをFUSで振動させることでBBBに一時的な隙
間を作り出すものです。

公開日 2026年09月02日  Physics World  アメリカ



詳細

主要成果

バージニア大学の研究者たちが、長年の課題であった血液脳関門（BBB）を一時的に開
口し、薬剤を脳へ送達する革新的な手法として集束超音波（FUS）の可能性を実証しま
した。彼らの研究は、MRI物理学を駆使して、薬剤のサイズがFUS媒介送達に与える影
響を詳細に調査し、従来広く信じられていた「小さい薬剤ほど脳に到達しやすい」とい
う仮説に再考を促す重要な知見を提供しています。

技術・臨床詳細

血液脳関門（BBB）の課題: BBBは、脳を循環血液中の有害物質から保護する生理学
的バリアですが、同時に多くの治療薬が脳に到達するのを妨げる主要な障害でもあり
ます。これにより、アルツハイマー病、パーキンソン病、脳腫瘍などのCNS疾患の治
療薬開発は極めて困難でした。

集束超音波（FUS）によるBBB開口: この技術は、まず患者にガス入りマイクロバブ
ルを静脈注射することから始まります。次に、外部から集束超音波を頭蓋骨を通して
脳の特定の部位に照射します。超音波エネルギーによってマイクロバブルが局所的に
膨張・収縮を繰り返す「キャビテーション」と呼ばれる現象を引き起こし、これによ
りBBBを構成する血管内皮細胞間のタイトジャンクションに一時的な隙間が生じま
す。この隙間は通常数時間で閉鎖し、薬剤が脳組織へ浸透することを可能にします。

薬剤サイズの影響の再評価: バージニア大学の研究チームは、MRI物理学を応用した
高度なイメージング技術を用いて、開口したBBBを通過する薬剤の挙動をリアルタイ
ムで追跡しました。その結果、特定のサイズ範囲の薬剤が最適な送達効率を示す可能
性があり、単純に小さい薬剤が良いとは限らないことを示唆しています。これは、
FUSを用いたDDSにおける薬剤設計の新たな最適化戦略につながる発見です。

背景・業界文脈

中枢神経系（CNS）疾患は、治療選択肢が限られており、多くの場合、BBBが薬剤の有
効性を阻害する主要な要因となっています。FUSは、非侵襲的にBBBを開口させる技術
として、近年注目を集めており、従来の薬剤送達方法と比較して、局所的かつ一時的な
開口が可能であるため、副作用のリスクを低減できる可能性があります。この技術は、
脳疾患治療薬のパイプラインを大きく広げる可能性を秘めています。



今後の展望

集束超音波を用いたBBB開口技術は、アルツハイマー病、パーキンソン病、脳腫瘍、て
んかんなど、様々なCNS疾患に対する治療薬のデリバリーを革新する可能性を秘めてい
ます。薬剤サイズとFUSパラメータの最適化に関するさらなる研究は、この技術の臨床
応用を加速させるでしょう。将来的には、FUS技術が個別化医療の一環として、患者一
人ひとりの病態に合わせた精密な薬剤送達を可能にする日が来るかもしれません。

元記事: #

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#07 標的タンパク質分解薬（PROTACs/分子糊）の臨床応
用とナノメディシン送達戦略、低分子分子糊が迅速な進展
を示す

概要

このレビューは、PROTACsと分子糊分解剤に焦点を当てた標的タンパク質分解

（TPD）の臨床状況を分析し、特に分子糊分解剤がその小さい分子サイズゆえに、臨
床開発においてより迅速に進展する可能性を指摘しています。ほとんどの臨床段階分
解剤は低分子であり、PROTACsが直面するサイズ、極性、薬物動態の変動性による臨

床翻訳の限界にも言及。さらに、分解剤送達のための新たなナノメディシンアプロー
チの必要性を強調しています。

公開日 2026年09月03日  MDPI  不明



詳細

主要成果

標的タンパク質分解（TPD）分野における最新のレビューが、PROTACs（Proteolysis-

targeting chimera）と分子糊分解剤の臨床開発状況を詳細に分析し、特に分子糊分解剤
がその相対的に小さい分子サイズにより、臨床段階でより迅速な進展を遂げる可能性を
示唆しました。このレビューは、既存の分解剤が直面する課題と、ナノメディシンを用
いた新しい送達戦略の重要性を強調しています。

技術・臨床詳細

標的タンパク質分解（TPD）のメカニズム: TPDは、E3ユビキチンリガーゼシステム
を利用して、疾患関連タンパク質を特異的にユビキチン化し、プロテアソームを介し
て分解させる新しい創薬モダリティです。PROTACsは二価分子であり、標的タンパク
質とE3リガーゼを同時に結合させることで近接誘導を促します。一方、分子糊分解
剤は単一分子で標的タンパク質とE3リガーゼ間の新しい相互作用を誘発します。

分子糊分解剤の利点と進展: レビューでは、現在臨床段階にあるほとんどの分解剤が
低分子であることを指摘しています。特に分子糊分解剤はPROTACsに比べて分子サイ
ズが小さく、より良好な薬物動態特性や細胞透過性を示す可能性が高いため、臨床開
発がより迅速に進む傾向にあると分析されています。これは、経口投与製剤の開発に
おいて特に有利となります。

PROTACsの課題: PROTACsは分子サイズが比較的大きく、極性が高いため、経口吸収
性や細胞透過性が低いという課題に直面し、臨床翻訳が限定される場合があります。
これらの物理化学的特性の変動性は、効果的なDDS（ドラッグデリバリーシステム）
の必要性を高めています。

ナノメディシン送達の可能性: これらの課題を克服するため、ナノメディシンを用い
た分解剤の送達アプローチが探求されています。ナノ粒子、リポソーム、高分子ミセ
ルなどのナノキャリアは、分解剤の溶解性を向上させ、生体内での安定性を高め、標
的組織への特異的な送達を可能にすることで、治療効果の最大化と副作用の軽減に貢
献する可能性があります。



背景・業界文脈

従来の阻害剤ベースの創薬は、タンパク質の活性部位への結合を必要としますが、多く
の疾患関連タンパク質は「アン druggable（薬物開発が困難）」とされてきました。
TPD技術は、活性部位ではなくタンパク質の分解を誘導するため、より広範な標的に対
して治療的介入を可能にする点で革新的です。この分野は急速に進化しており、癌、自
己免疫疾患、神経変性疾患など、幅広い疾患領域での応用が期待されています。

今後の展望

分子糊分解剤の臨床開発における迅速な進展は、TPD市場全体の成長を牽引する可能性
があります。同時に、PROTACsの潜在能力を最大限に引き出すためには、ナノメディシ
ンを活用した高度なドラッグデリバリー技術の開発が不可欠です。今後は、標的特異性
と生体適合性を両立させた新しいナノキャリアシステムが、分解剤の臨床翻訳を加速さ
せ、より効果的で安全な治療法の提供に貢献するでしょう。

元記事: #

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#08 治療用ペプチドの経口吸収は1%未満、酵素分解・
pH・マイクロバイオータが課題、MDPIレビューがメカニ
ズムを解明

概要

MDPIの最新レビューが、治療用ペプチドの経口吸収における複雑な生理学的要因を包

括的に分析しました。経口ペプチドのバイオアベイラビリティは通常1%未満と極めて
低いことが主要な課題であり、酵素分解、胃腸管のpH、運動性、腸内マイクロバイオ
ータ、タイトジャンクションなどが主要な障壁として機能することを明らかにしてい

ます。このレビューは、これらの障壁が同時にペプチド取り込みの限定的な機会も生
み出すという二面性を強調し、経口ペプチドのドラッグデリバリー設計に新たな示唆
を与えています。

公開日 2026年09月04日  MDPI  不明



詳細

主要成果

MDPIが発行した最新のレビュー論文が、治療用ペプチドの経口吸収に影響を与える複
雑な生理学的要因について詳細な分析を行いました。このレビューは、経口ペプチドの
生物学的利用能が通常1%未満と非常に低いという長年の課題を再確認し、酵素分解、
pH効果、消化管運動性、マイクロバイオータ、および細胞間タイトジャンクション
が、ペプチドの吸収を阻害する主要な障壁であることを明確にしました。

技術・臨床詳細

低いバイオアベイラビリティ: 治療用ペプチドの経口吸収は、そのタンパク質として
の性質上、消化管環境での不安定性が原因で極めて低い生物学的利用能に留まりま
す。これは、注射剤が主流である理由の一つです。

主要な生理学的障壁:

酵素分解: 胃や小腸に存在するプロテアーゼ（ペプシン、トリプシンなど）がペプ
チド結合を容易に切断し、薬剤としての活性を失わせます。

pH効果: 胃の強酸性環境や腸内のpH変動は、ペプチドの安定性や構造に影響を与
え、分解を促進します。

運動性: 消化管の蠕動運動は、薬剤が吸収部位に留まる時間を短縮し、吸収効率を
低下させます。

マイクロバイオータ: 腸内細菌叢もペプチド分解酵素を産生し、薬剤の分解に寄与
する可能性があります。

タイトジャンクション: 腸管上皮細胞間のタイトジャンクションは、ペプチドのよ
うな比較的大きな分子の細胞間透過を厳しく制限します。

限定的な吸収機会: 興味深いことに、これらの障壁は同時に、特定の条件下でペプチ
ドの取り込みを可能にする限定的な機会（例: 特異的なトランスポーターを介した輸
送、透過促進剤によるタイトジャンクションの一時的な開放）も提供することをレビ
ューは指摘しています。



背景・業界文脈

ペプチドは、標的特異性、低い毒性、高い効力といった魅力的な特性を持つ治療モダリ
ティですが、経口投与の困難さがその臨床応用と市場拡大の大きな障害となっていまし
た。患者の利便性向上とアドヒアンス改善のため、経口ペプチド製剤の開発は長らく製
薬業界の聖杯とされてきました。このレビューは、経口送達技術の進化に不可欠な基礎
的理解を深めるものです。

特に、糖尿病治療薬のGLP-1受容体作動薬のように、注射剤から経口剤への移行が求め
られている分野において、この研究は重要です。

今後の展望

このレビューで解明されたメカニズムは、経口ペプチド製剤の新しいドラッグデリバリ
ー戦略を設計するための重要な基盤となります。例えば、プロテアーゼ阻害剤との併
用、pH安定化製剤、吸収促進剤、あるいはナノキャリアを用いたカプセル化などの技
術開発が、ペプチドの経口バイオアベイラビリティを改善する鍵となるでしょう。将来
的には、これらの進歩が、より多くのペプチド医薬品を注射ではなく経口で服用できる
ようになり、患者の生活の質を大幅に向上させることが期待されます。

元記事: #

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#09 オリゴヌクレオチド薬物送達、肝臓標的から筋肉・中
枢神経系など肝臓外臓器への組織特異的アプローチへ進化

概要

オリゴヌクレオチド薬物送達は、従来の肝臓標的型から、筋肉や中枢神経系（CNS）
といった肝臓外臓器への組織特異的アプローチへと大きく進化しています。GalNAc抱
合体は肝臓のアシアロ糖タンパク質受容体を効率的に標的としますが、他の臓器への

全身送達は受容体発現や細胞取り込みの違いにより独自の課題を提示します。この進
化する分野で成功を収めるには、標的生物学、分子設計、分析、スケーラブルな製造
を統合できる企業が最も有利な立場にあるとされています。

公開日 2026年09月03日  GlobeNewswire  不明



詳細

主要成果

オリゴヌクレオチド薬物送達は、もはや肝臓を主要な標的とするに留まらず、筋肉や中
枢神経系（CNS）などの肝臓外臓器に対する組織特異的デリバリー戦略へと大きく進化
しています。このトレンドは、より広範な疾患への適用可能性を開き、ドラッグデリバ
リー技術の革新を推進しています。

技術・臨床詳細

従来の肝臓標的化: 多くのオリゴヌクレオチド医薬品は、N-アセチルガラクトサミン
（GalNAc）抱合体を利用して肝臓のアシアロ糖タンパク質受容体（ASGPR）を特異
的に標的としてきました。これにより、肝臓疾患や肝臓で産生される疾患関連タンパ
ク質を標的とする治療法において高い成功を収めています。

肝臓外臓器への拡大: 近年、アンチセンスオリゴヌクレオチド（ASO）やsiRNAなど
のオリゴヌクレオチド医薬品は、GalNAc抱合体以外のデリバリー技術を活用するこ
とで、筋肉（例: デュシェンヌ型筋ジストロフィー）、中枢神経系（例: 脊髄性筋萎縮
症、ハンチントン病）、さらには眼や腎臓など、様々な肝臓外臓器への送達が可能に
なっています。これは、特定の受容体の発現パターンや細胞の取り込みメカニズムを
理解し、それに合わせた分子設計を行うことで実現されています。

全身送達の課題: 肝臓外臓器への全身送達は、各臓器の独自の生理学的特性（血管透
過性、細胞型、代謝など）により、新たな課題をもたらします。例えば、BBBはCNS

への薬剤送達を厳しく制限します。これらの課題を克服するためには、LNP（脂質ナ
ノ粒子）、エクソソーム、ポリマー抱合体、あるいは物理的な送達方法（例: 集束超
音波）など、多様なドラッグデリバリー技術の研究開発が不可欠です。

成功の鍵: 記事は、この進化する分野で成功を収める企業は、標的生物学の深い理
解、高度な分子設計、精密な分析手法、そして何よりもスケーラブルな製造能力を統
合できる企業であると強調しています。



背景・業界文脈

オリゴヌクレオチド医薬品は、遺伝子発現を直接標的とすることで、従来の低分子医薬
品や抗体医薬品では治療困難だった疾患に対する革新的なアプローチを提供します。当
初は肝臓が主要な標的でしたが、肝臓外疾患へのアンメットニーズが高まるにつれて、
他の臓器への特異的送達技術の開発が喫緊の課題となっていました。この技術的進化
は、遺伝子治療や希少疾患治療薬の応用範囲を大幅に広げ、個別化医療の実現に近づく
ものです。今後の展望

オリゴヌクレオチド薬物送達の肝臓外臓器への拡大は、製薬業界に新たな成長機会をも
たらします。今後、組織特異的なデリバリー技術のさらなる革新と、それに伴う製造プ
ロセスの最適化が、この分野の商業的成功を決定づけるでしょう。この進展は、難治性
疾患の治療に新たな道を拓き、より多くの患者に救命・QOL改善の選択肢を提供するこ
とが期待されます。

元記事: #

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#10 Pin Therapeutics、中国TPDフォーラムで腺様嚢胞癌
（ACC）向け経口分子糊分解剤PIN-5018を発表、FDA迅
速承認目指しPhase 1進行中

概要

Pin Therapeuticsは、中国で開催された標的タンパク質分解（TPD）フォーラムで、独

自のPinMARS創薬プラットフォームから生まれたCK1α選択的分子糊分解剤PIN-5018を
発表しました。PIN-5018は、腺様嚢胞癌（ACC）を標的とする経口分解剤であり、現
在韓国で16人の患者を対象とした第1相臨床試験が進行中です。同社は、PIN-5018の

米国FDA迅速承認を目指しており、今年後半にはFDAと今後の臨床開発戦略について協
議する予定です。

公開日 2026年08月28日  Korea Biomedical Review  韓国



詳細

主要成果

Pin Therapeuticsは、中国で開催された標的タンパク質分解（TPD）フォーラムにおい
て、腺様嚢胞癌（ACC）を対象とする経口分子糊分解剤PIN-5018とその基盤となる
PinMARS創薬プラットフォームを公開しました。PIN-5018は、韓国で16人の患者を対象
とした第1相臨床試験が進行中であり、同社は米国FDA迅速承認を目指しています。

技術・臨床詳細

PIN-5018の特性: PIN-5018は、ケースインキナーゼ1α（CK1α）を選択的に標的とす
る分子糊分解剤です。CK1αは、癌細胞の増殖と生存に重要な役割を果たすタンパク
質であり、その分解を誘導することで抗腫瘍効果を発揮します。この薬剤は経口投与
可能であり、患者の利便性向上に寄与します。

PinMARSプラットフォーム: Pin Therapeutics独自のPinMARS（Pin Molecular-glue
for Anti-cancer RNA Stabilization）プラットフォームは、分子糊分解剤の効率的な発
見と開発を可能にする技術です。このプラットフォームは、新規のE3ユビキチンリ
ガーゼリクルーターや標的タンパク質分解メカニズムの特定を通じて、従来の創薬で
は困難だった「アン druggable」ターゲットへのアプローチを可能にします。

臨床試験状況: PIN-5018は、現在、韓国で腺様嚢胞癌（ACC）患者16人を対象とした
第1相臨床試験（用量漸増試験）が進行中です。この試験では、PIN-5018の安全性、
忍容性、薬物動態、および予備的な抗腫瘍活性が評価されます。ACCは、稀な難治性
癌であり、効果的な治療選択肢が限られているため、PIN-5018の成功は大きな意味
を持ちます。

米国FDA迅速承認への道: Pin Therapeuticsは、PIN-5018の米国FDA迅速承認を目指し
ており、今年後半にはFDAと今後の臨床開発戦略、特にACCにおける第2相および第3

相試験のデザインについて協議する予定です。

背景・業界文脈

標的タンパク質分解（TPD）技術は、癌治療における革新的なアプローチとして急速に
注目を集めています。従来の阻害剤とは異なり、TPDは疾患関連タンパク質を完全に除
去するため、より強力で持続的な治療効果が期待できます。分子糊分解剤は、PROTACs
と比較して分子サイズが小さく、経口バイオアベイラビリティの点で優位性を持つ可能
性があり、開発競争が激化しています。



腺様嚢胞癌（ACC）は、唾液腺、乳腺、気管など様々な部位に発生する稀な癌であり、
進行期では予後不良なため、新規治療法の開発が強く望まれています。今後の展望

PIN-5018の第1相試験結果とFDAとの協議は、Pin TherapeuticsのTPDパイプラインの将
来にとって極めて重要です。もし良好な結果が得られ、FDAとの間でスムーズな開発パ
スが確立されれば、PIN-5018はACC患者にとって初の経口分子糊分解剤として、画期的
な治療選択肢となる可能性があります。この進展は、TPD技術が稀な難治性癌に対して
有効なソリューションを提供できることを示し、業界全体の分子糊分解剤開発を加速さ
せるでしょう。

元記事: https://www.koreabiomed.com/news/articleView.html?idxno=32963

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.koreabiomed.com/news/articleView.html?idxno=32963


#11 Samsung Biologics、22億ドル増資でPolyPeptide
Groupを18億ドルで買収、ペプチド治療薬CDMO能力を
強化

概要

Samsung Biologicsは、長期的な成長戦略に資金を供給するため、約22億ドルの新株予

約権発行を発表しました。この資金のうち18億ドルを投じてPolyPeptide Groupを買収
し、同社のCDMO能力を抗体やADC（抗体薬物複合体）からペプチド治療薬へと大幅
に拡大します。PolyPeptide Groupが持つ6つのcGMP施設を含むグローバル製造ネット

ワークの獲得は、Samsungの受託製造事業を多角化し、バイオ医薬品市場における競
争力を一層強化するものです。

公開日 2026年08月28日  Endpoints News  韓国



詳細

主要成果

Samsung Biologicsは、約22億ドルの大規模な新株予約権発行を発表し、その大部分で
ある18億ドルを投じてスイスのPolyPeptide Groupを買収する計画を明らかにしまし
た。この戦略的買収により、SamsungのCDMO（受託開発製造機関）能力は、従来の抗
体や抗体薬物複合体（ADC）に加えて、ペプチド治療薬の分野へと大きく拡大します。

技術・臨床詳細

事業多角化: Samsung Biologicsは、バイオ医薬品のCDMO市場において主要なプレイ
ヤーですが、今回の買収によりペプチド治療薬という新たなモダリティに進出しま
す。ペプチドは、肥満症治療薬（GLP-1アゴニストなど）や癌治療薬、希少疾患治療
薬など、幅広い領域で成長が見込まれる分野です。

製造ネットワークの強化: PolyPeptide Groupは、世界中に6つのcGMP（Current Good
Manufacturing Practice）準拠施設を持つグローバルなペプチド製造ネットワークを
有しています。この買収により、Samsung Biologicsは一気にペプチド製造における
トップティアの能力と地理的プレゼンスを獲得し、顧客に対してより包括的なCDMO

サービスを提供できるようになります。

資金使途: 約22億ドルの増資資金のうち、18億ドルがPolyPeptide Groupの買収に充て
られ、残りの資金は既存のBio Campus IIの拡張に投資される予定です。これは、抗
体医薬品などの既存事業の能力増強も同時に進めることを意味します。

背景・業界文脈

バイオ医薬品市場は、多様なモダリティの登場により急速に拡大しており、特にペプチ
ド治療薬は、その特異性と効果の高さから大きな注目を集めています。CDMO業界は、
これらの複雑な医薬品の開発と製造を支える上で不可欠な存在であり、総合的なサービ
ス提供能力が競争優位性を左右します。

Samsung Biologicsの買収は、競合他社が提供するサービス範囲との差別化を図り、よ
り幅広い顧客ニーズに応えるための戦略的な動きです。これは、同社がバイオ医薬品製
造の「ワンストップショップ」としての地位を確立しようとしていることを示唆してい
ます。今後の展望



今回のPolyPeptide Group買収は、Samsung Biologicsにとって事業ポートフォリオの多
角化とグローバル製造フットプリントの拡大を同時に実現する画期的な取引です。これ
により、同社はペプチド治療薬市場という成長著しい分野で新たな収益源を確保し、既
存の抗体・ADC事業との相乗効果も期待できます。この動きは、CDMO業界における
M&Aの活発化と、より包括的なサービス提供を目指すトレンドを加速させるものとな
るでしょう。患者は、より多様な治療薬の迅速な市場投入という形で恩恵を受けること
が期待されます。

元記事: #

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#12 肥満治療薬パイプライン、Structure Therapeuticsの
経口GLP-1薬AleniglipronがPhase 2で16.3%体重減少を達
成しPhase 3へ

概要

臨床試験段階にある13種類の実験的肥満治療薬の最新情報が発表され、特にStructure

Therapeuticsの経口GLP-1薬Aleniglipronが第2相試験でプラセボ調整後16.3%の顕著な
体重減少を達成し、第3相試験へと進むことがハイライトされました。Novo Nordiskの
経口・注射用デュアルGLP-1/アミリン作動薬、Eli Lillyのトリプル作動薬Retatrutide

も、それぞれ第2相および第3相で良好な結果を報告し、顕著な体重減少を示していま
す。これらの進展は、肥満症治療市場における経口薬の台頭と多作動薬の優位性を示
唆しています。

公開日 2026年09月02日  Becker's Hospital Review  不明



詳細

主要成果

肥満症治療薬のパイプラインに大きな進展が見られ、特にStructure Therapeuticsの経口
GLP-1薬Aleniglipronが、第2相臨床試験でプラセボ調整後16.3%という顕著な体重減少を
達成し、第3相試験への移行が決定しました。これは、経口投与可能な革新的な肥満治
療薬の開発における重要なマイルストーンとなります。

技術・臨床詳細

Aleniglipronの成果: Structure TherapeuticsのAleniglipronは、GLP-1受容体作動薬で
あり、経口投与が可能な点が大きな特徴です。第2相試験において、被験者はプラセ
ボ群と比較して平均16.3%の体重減少を示しました。この数値は、既存の注射用GLP-

1受容体作動薬に匹敵する、あるいはそれを上回るものであり、経口製剤としての高
い有効性を裏付けています。

Novo Nordiskのデュアル作動薬: Novo Nordiskは、GLP-1とアミリンの両受容体に作
用するデュアル作動薬を、経口および注射の両形態で開発しています。第2相試験で
は、これらの薬剤も有望な体重減少効果を示しており、GLP-1単独よりも高い効果が
期待されています。アミリンは、胃内容排出遅延、満腹感の促進、グルカゴン分泌抑
制などの作用を通じて体重管理に寄与します。

Eli LillyのRetatrutide: Eli LillyのRetatrutideは、GLP-1、GIP、グルカゴンという3つの
受容体に作用するトリプル作動薬であり、その第2相および第3相試験で極めて高い
体重減少効果を報告しています。これまでの報告では、最大で24%を超える体重減少
が示されており、現在開発中の肥満治療薬の中で最も強力な部類に入ると考えられて
います。

背景・業界文脈

肥満症は、世界的に患者数が増加している主要な公衆衛生問題であり、心血管疾患、糖
尿病、特定の癌など、多くの深刻な合併症の原因となります。GLP-1受容体作動薬は、
体重減少と代謝改善において革命的な効果を示してきましたが、患者の多くは注射剤で
あることに抵抗を感じています。このため、経口投与可能なGLP-1関連作動薬の開発
は、市場において大きなアンメットニーズを満たす可能性を秘めています。



多作動薬は、複数の生理学的経路に同時に作用することで、単一作動薬よりも優れた効
果を発揮すると期待されており、肥満症治療の標準を変える可能性を秘めています。今
後の展望

Aleniglipronの第3相試験への移行は、経口GLP-1薬が注射剤に匹敵する有効性を持つ可
能性を示唆し、肥満症治療市場に新たな競争をもたらすでしょう。Novo NordiskとEli

Lillyの多作動薬の進展と合わせ、今後数年で肥満症治療薬の選択肢は劇的に増加し、よ
り個別化された治療戦略が可能になると予測されます。これにより、広範な患者群の体
重管理と関連疾患の改善が期待され、公衆衛生上の大きな恩恵をもたらすでしょう。

元記事: #

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#13 FDA、成人皮膚筋炎向け初の経口JAK阻害剤Lisraya
（ブレポシチニブ）を承認、241人対象Phase 3で有効
性・安全性確認

概要

米国FDAは、成人皮膚筋炎を対象とした初の経口治療薬であるLisraya（ブレポシチニ

ブ）錠を承認しました。Orphan DrugおよびPriority Review指定を受けたこのJAK経路
阻害剤は、筋肉および皮膚の炎症を効果的に軽減します。有効性と安全性は、241人の
成人患者を対象とした第3相試験で確認され、この稀で衰弱性の疾患に苦しむ患者に画

期的な経口治療選択肢を提供します。

公開日 2026年08月27日  FDA  アメリカ



詳細

主要成果

米国食品医薬品局（FDA）は、成人皮膚筋炎（Dermatomyositis）を対象とした初の経
口治療薬、Lisraya（一般名: ブレポシチニブ）錠の承認を発表しました。この承認は、
稀で衰弱性の自己免疫疾患である皮膚筋炎に対する治療選択肢を大きく広げる画期的な
進展です。

技術・臨床詳細

作用機序: Lisraya（ブレポシチニブ）は、ヤヌスキナーゼ（JAK）経路を阻害する経
口低分子薬です。JAK経路は、サイトカインシグナル伝達において重要な役割を果た
し、自己免疫疾患における炎症反応の中心的ドライバーとなっています。JAK経路を
阻害することで、Lisrayaは筋肉や皮膚を損傷する炎症反応を効果的に抑制します。

臨床試験結果: Lisrayaの有効性と安全性は、241人の成人皮膚筋炎患者を対象とした
第3相多施設共同プラセボ対照試験で評価されました。試験結果では、Lisraya群の患
者が主要評価項目である疾患活動性スコアにおいて、プラセボ群と比較して統計的に
有意な改善を示しました。安全性プロファイルも管理可能であり、既存の免疫抑制剤
と比較しても良好な忍容性が確認されました。

承認経緯と指定: Lisrayaは、皮膚筋炎という希少疾患に対する「Orphan Drug（希少
疾病用医薬品）」指定を受けていました。さらに、未充足の医療ニーズが高いことか
ら「Priority Review（優先審査）」の指定も受けており、迅速な承認につながりまし
た。

背景・業界文脈

皮膚筋炎は、自己免疫性炎症性筋疾患の一つであり、皮膚の発疹と筋力低下を特徴とし
ます。重症化すると嚥下困難、呼吸器系の問題、さらには間質性肺疾患など重篤な合併
症を引き起こし、患者の生活の質を著しく低下させます。これまでの治療は主にステロ
イドや他の免疫抑制剤が中心でしたが、これらの薬剤は副作用が多く、長期的な管理が
難しいという課題がありました。

初の経口治療薬の承認は、患者にとって治療の利便性を大幅に向上させ、より良いアド
ヒアンス（服薬遵守）につながることが期待されます。今後の展望



Lisrayaの承認は、成人皮膚筋炎の治療パラダイムを変える可能性を秘めています。経口
薬であるため、患者はより容易に治療を継続でき、疾患の長期的なコントロールが改善
されるでしょう。この成功は、他の稀な自己免疫疾患に対するJAK阻害剤の開発をさら
に加速させる可能性があります。また、ブレポシチニブは、JAK阻害剤の幅広い治療可
能性を再確認し、アンメットニーズの高い疾患領域における新たな治療選択肢として、
その地位を確立することになるでしょう。

元記事: https://www.fda.gov/news-events/press-announcements/fda-approves-first-oral-drug-

indicated-treat-dermatomyositis-adults

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.fda.gov/news-events/press-announcements/fda-approves-first-oral-drug-indicated-treat-dermatomyositis-adults
https://www.fda.gov/news-events/press-announcements/fda-approves-first-oral-drug-indicated-treat-dermatomyositis-adults


#14 Nature Communications論文: AI活用RCDOフレーム
ワークが分子生成と実験的フィードバックを統合し創薬を
加速

概要

最新のNature Communications論文で、創薬のための画期的な閉ループ強化学習フレ

ームワーク「Rapid Compound Directed Optimization（RCDO）」が発表されました。
RCDOは、AI駆動の分子生成と実験的フィードバックをシームレスに統合し、従来のオ
ープンループワークフローとは異なり、非活性化合物を含む蓄積されたウェットラボ

データに基づいて生成探索を継続的に改善します。この手法は、リード化合物の最適
化プロセスを大幅に加速し、創薬期間とコストの削減に貢献する可能性があります。

公開日 2026年08月27日  Nature Communications  不明



詳細

主要成果

創薬分野において、人工知能（AI）を活用した画期的な閉ループ強化学習フレームワー
クであるRapid Compound Directed Optimization（RCDO）が発表されました。RCDO
は、AI駆動の分子生成とウェットラボからの実験的フィードバックを統合することで、
従来の創薬プロセスと比較して、リード化合物の最適化を劇的に加速する可能性を秘め
ています。

技術・臨床詳細

閉ループ強化学習の導入: 従来の創薬プロセスは、設計、合成、試験（DMTサイク
ル）を個別に行うオープンループ型であり、各ステップ間のフィードバックが遅く、
効率性に課題がありました。RCDOは、このプロセスを閉ループ化し、AIが生成した
分子候補を迅速に合成・評価し、その結果（活性データ、物性データなど）をリアル
タイムでAIモデルにフィードバックします。これにより、AIモデルは自身の分子生成
戦略を継続的に「学習」し、「最適化」する能力を持ちます。

データ駆動型分子生成: RCDOフレームワークは、生成探索を改善するために、非活
性化合物を含む蓄積されたウェットラボデータ全体を活用します。これは、ポジティ
ブな結果（活性化合物）だけでなく、ネガティブな結果（非活性化合物）も学習に用
いることで、より効率的かつ的確な分子設計が可能になることを意味します。AIは、
特定の薬理学的特性（例: 標的親和性、選択性）を持つ分子構造を探索し、その生成
過程を最適化します。

迅速な最適化: この閉ループシステムにより、RCDOはDMTサイクルを従来の数週間
から数ヶ月単位ではなく、数日単位で繰り返し、リード化合物の最適化にかかる時間
を大幅に短縮できます。これにより、製薬企業はより多くの候補化合物を迅速に評価
し、開発パイプラインを加速させることが可能となります。

背景・業界文脈

創薬研究は、膨大な時間、コスト、リソースを必要とするプロセスであり、成功率は極
めて低いことで知られています。特に、リード化合物の同定から前臨床開発への移行
は、多くの候補が途中で脱落する「死の谷」と称されてきました。AIと機械学習技術の
進歩は、このプロセスを効率化し、成功率を高めるための有望なツールとして期待され
ています。



RCDOのようなAI駆動型プラットフォームは、創薬研究における実験の無駄を削減し、
より有望な候補分子に焦点を当てることで、イノベーションを加速させる可能性を秘め
ています。今後の展望

RCDOフレームワークの実用化は、創薬の効率性と生産性を飛躍的に向上させ、より早
く、より低コストで新しい治療薬を患者に届けることを可能にするでしょう。将来的に
は、RCDOのような閉ループ強化学習システムが、薬剤候補の設計から合成、最適化ま
での一連のプロセスを完全に自動化し、自律的な創薬を実現する可能性があります。こ
れは、AIが創薬の未来をどのように変革するかを示す強力な事例となります。

元記事: #

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#15 生成AIが量子コンピューティング統合で分子・材料の
逆設計を実現、創薬・素材開発を革新

概要

生成AIは、標的特性を持つ分子や材料の直接生成を可能にする「逆設計アプローチ」
の実現により、創薬と材料科学に革命がもたらされつつあります。この技術は、必要
な機能から逆に構造を導き出すことで、従来の試行錯誤的なプロセスを劇的に短縮し

ます。特に量子コンピューティングとの統合が進むことで、これまで不可能だった複
雑な分子構造や物性の設計が可能になり、次世代の医薬品や高性能素材の開発が加速
すると期待されています。この進展は、研究開発のパラダイムを根本から変え、新製

品の市場投入期間を大幅に短縮する潜在力を持っています。

公開日 2026年09月01日  SEMICON Taiwan  台湾



詳細

主要成果: 生成AIによる分子・材料の逆設計

生成AIは、従来の試行錯誤的なアプローチを根本から覆し、特定の機能や特性を持つ分
子および材料の構造を直接生成する「逆設計アプローチ」を可能にしました。このブレ
ークスルーは、創薬研究と材料科学の分野において、これまでにない革新をもたらすと
期待されています。

技術・臨床詳細: 量子コンピューティングとの統合

この逆設計アプローチの核心は、膨大な化学空間の中から、AIが目的の特性に合致する
分子構造を効率的に探索・生成する能力にあります。これにより、例えば特定の疾患標
的に強力に結合する薬剤候補や、特定の物理的性質を持つ高機能材料を、設計段階から
効率的に絞り込むことが可能になります。さらに、この技術は量子コンピューティング
との統合を通じて、その能力を飛躍的に向上させると見込まれています。量子コンピュ
ータの並列処理能力は、古典的なコンピュータでは計算が困難だった複雑な量子化学的
相互作用のシミュレーションを可能にし、これによりAIはより精緻で予測精度の高い分
子設計を行うことができるようになります。例えば、薬剤の生体内での挙動や材料の長
期安定性といった複雑な特性も、より正確に予測し、設計に反映させることが可能とな
ります。

背景・業界文脈: 従来の創薬・材料開発の課題

従来の創薬および材料開発は、化学者や材料科学者が既存の知識と直感を頼りに分子を
合成し、その特性を評価するという、時間とコストがかかるプロセスでした。このプロ
セスは、有望な候補化合物を探索するために膨大な実験とスクリーニングを必要とし、
成功率は極めて低いという課題を抱えていました。特に、新たな機能を持つ分子や、厳
しい要件を満たす材料の設計は、その探索空間の広大さゆえに、しばしばボトルネック
となっていました。生成AIによる逆設計は、このボトルネックを解消し、より効率的で
ターゲット指向の強い開発を可能にするものです。



今後の展望: 新産業創出とR&Dの加速

生成AIと量子コンピューティングの融合は、創薬分野において、より効果的で副作用の
少ない薬剤の迅速な開発を可能にします。例えば、個別化医療に向けた特注薬剤の設計
や、既存薬に対する耐性を克服する新薬の開発が加速するでしょう。材料科学において
は、再生可能エネルギー、エレクトロニクス、航空宇宙など多岐にわたる分野で必要と
される、革新的な高性能材料の創出を後押しします。この技術は、研究開発のコストと
時間を大幅に削減し、新たな産業の創出を促進するだけでなく、既存産業の競争力を強
化する上で不可欠な要素となると見られています。データ駆動型のアプローチが、科学
技術イノベーションの新たなフロンティアを切り拓くことが期待されます。

元記事: https://semicontaiwan.org/en/node/20161

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://semicontaiwan.org/en/node/20161


#16 結腸直腸がん治療の未来を拓く：二重特異性抗体およ
びADCの新たな進歩

概要

結腸直腸がん（CRC）治療において、二重特異性抗体（bsAbs）および抗体薬物複合体
（bsADCs）が画期的な進歩を遂げています。これまでの承認bsAbsのほとんどががん
治療に用いられ、特に二重特異性HER2 ADCであるJSKN003は、HER2陽性固形がんで

有望な抗腫瘍活性と良好な安全性プロファイルを示しました。bsADCsは、単一標的療
法では克服が困難だった腫瘍の不均一性と薬剤耐性に対する新たな解決策を提供し、
治療の有効性を大幅に向上させる可能性を秘めています。この技術は、CRC患者に個

別化された、より効果的な治療選択肢をもたらし、臨床アウトカムの改善に貢献する
と期待されます。

公開日 2026年09月01日  MDPI  スイス



詳細

主要成果

結腸直腸がん（CRC）治療における二重特異性抗体（bsAbs）および抗体薬物複合体
（bsADCs）の進歩に関するMDPIのレビューでは、16のbsAbsが承認され、そのうち15
ががん治療に利用されていることが強調されています。特に、二重特異性HER2 ADCで
あるJSKN003は、HER2陽性固形がんを対象とした第I/II相試験で有望な抗腫瘍活性と管
理可能な安全性プロファイルを示し、臨床応用への大きな期待が寄せられています。
bsADCsは、単一標的療法では困難であった腫瘍の不均一性や耐性メカニズムを克服す
る潜在能力を有しており、より効果的な治療アプローチを提供します。

技術・臨床詳細

bsADCsは、二つの異なる抗原を同時に標的とすることで、がん細胞に対する特異性と
効力を高めるように設計されています。JSKN003の第I/II相試験では、様々なHER2陽性
固形がん患者で複数の奏効が観察され、安全性も許容範囲内であることが示されまし
た。このアプローチは、薬剤ががん細胞により選択的に送達されることを可能にし、オ
フターゲット毒性を最小限に抑えながら、腫瘍細胞死を最大限に引き出すことを目指し
ます。レビューでは、様々なリンカー、ペイロード、標的戦略が議論され、bsADC技術
がどのように進化し、疾患特異的なニーズに対応しているかが詳細に説明されていま
す。

背景・業界文脈

結腸直腸がんは世界中で主要な死因の一つであり、既存の治療法には耐性や副作用とい
った課題があります。bsADCsのような革新的な治療法は、これらの課題に対処するた
めに開発されています。本レビューは、現在の治療パラダイムと、bsADCsがどのよう
にそのギャップを埋めることができるかを包括的に評価しています。がん治療における
二重特異性技術の急速な発展は、製薬業界において大きな注目を集めており、複数の企
業がこの分野に投資しています。



今後の展望

bsADCsは、個別化医療の進展に不可欠な要素となり、特に難治性のCRC患者に対する治
療選択肢を拡大すると期待されています。今後の研究では、最適な標的組み合わせの特
定、薬物送達効率の向上、および長期的な安全性と有効性の評価が焦点となります。よ
り大規模な臨床試験を通じて、これらの治療法の真の潜在能力が明らかになり、最終的
にはCRC患者の予後改善に貢献するでしょう。

元記事: https://www.mdpi.com/2073-4468/15/5/80

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mdpi.com/2073-4468/15/5/80


#17 標的タンパク質分解薬の送達を革新：ナノメディシン
とプログラム可能な近接プラットフォーム

概要

標的タンパク質分解（TPD）技術において、ナノメディシンとプログラム可能な近接
プラットフォームが分解剤の送達課題を解決する鍵として注目されています。PROTAC

や分子糊などの分解剤は、溶解度、透過性、組織選択性などの薬物動態学的制約に直

面しており、これらの課題を克服するためにナノ粒子ベースの送達システムが開発さ
れています。特に、アンドロゲン受容体（AR）およびエストロゲン受容体（ER）分解
剤が前立腺がんと乳がん治療における臨床PROTACの成功例として挙げられています。

この進歩は、TPD療法の臨床応用範囲を大幅に拡大し、治療効果の向上に貢献しま
す。

公開日 2026年09月03日  MDPI  スイス



詳細

主要成果

標的タンパク質分解（TPD）におけるナノメディシンとプログラム可能な近接プラット
フォームの進展が、TPD分解剤の臨床応用における重要な課題を解決する可能性を秘め
ているとMDPIの論文で評価されています。PROTACや分子糊といった分解剤は、その化
学的特性から溶解度や透過性、標的組織への選択性といった薬物動態学的課題に直面し
てきましたが、ナノ粒子を介した送達システムがこれらの問題に対する有望な解決策と
して浮上しています。具体的には、アンドロゲン受容体（AR）およびエストロゲン受容
体（ER）分解剤が、前立腺がんおよび乳がん治療における臨床PROTACの成功事例とし
て強調されています。

技術・臨床詳細

ナノメディシンは、分解剤をカプセル化、または表面に修飾することで、薬物の安定性
を向上させ、生体内での循環時間を延長し、標的細胞への特異的な送達を可能にしま
す。このアプローチにより、薬剤の全身曝露を減らし、オフターゲット効果を最小限に
抑えることができます。例えば、ナノ粒子に組み込まれたPROTACは、細胞膜を効果的
に横断し、細胞内標的タンパク質に到達する能力を高めます。臨床例として挙げられて
いるARおよびER分解剤は、ホルモン感受性がんの治療において、既存の阻害剤と比較
してより完全かつ持続的な治療応答をもたらす可能性を示しています。

背景・業界文脈

TPDは、がんや神経変性疾患など、これまで治療が困難であった「undruggable（創薬
困難な）」標的に対する新たな治療戦略として急速に発展しています。しかし、従来の
低分子薬とは異なる薬物動態学的プロファイルを持つため、その送達には革新的なアプ
ローチが求められています。ナノメディシンとの組み合わせは、TPD分解剤が直面する
これらの制約を克服し、その潜在能力を最大限に引き出すための重要なステップとなり
ます。製薬業界では、TPD技術とDDS（Drug Delivery System）技術の融合に大きな期待
が寄せられており、多くの研究開発が進行中です。



今後の展望

ナノメディシンとプログラム可能な近接プラットフォームの統合は、TPD分野に新たな
フロンティアを開くものです。将来の展望として、より洗練されたナノキャリア設計、
細胞・組織特異的なターゲティングメカニズムの開発、およびin vivoでの分解効率と安
全性を高めるためのさらなる研究が期待されます。これらの技術的進歩は、TPD分解剤
の臨床的成功を加速させ、これまで治療選択肢が限られていた疾患に対する革新的な治
療法の開発につながるでしょう。

元記事: https://www.mdpi.com/1999-4923/18/9/1097

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mdpi.com/1999-4923/18/9/1097


#18 AIと先進医薬品技術の融合：InsilicoのINS018_055が
臨床試験で成功

概要

AIと機械学習が創薬研究開発を加速し、薬理ゲノミクス、オルガンオンチップシステ
ム、3Dバイオプリンティング、ナノテクノロジーといった新興技術と統合されること
で、医薬品開発に革命をもたらしています。AIは薬物特性の予測、患者層別化、臨床

試験設計においてすでに有望な結果を示しており、Insilico MedicineのINS018_055や
ExscientiaのEXS21546など、AI設計薬が実際に臨床試験段階へと進展しています。特に
INS018_055は、特発性肺線維症（IPF）を対象とした第2相臨床試験で良好な安全性と

有効性データを示し、AI創薬の成功例として注目されています。この統合は、医薬品
開発の効率と成功率を向上させ、患者への新薬提供を加速する可能性を秘めていま
す。

公開日 2026年09月02日  MDPI  スイス



詳細

主要成果

MDPIのレビューによると、人工知能（AI）と機械学習が創薬研究開発プロセスを加速
し、薬理ゲノミクス、オルガンオンチップシステム、3Dバイオプリンティング、ナノテ
クノロジーといった新興の医薬品技術と統合されることで、医薬品開発のあり方を変革
しています。AIは薬物特性の予測、患者層別化、臨床試験の設計において有望な成果を
上げており、特にInsilico MedicineのINS018_055やExscientiaのEXS21546など、AIによっ
て設計された薬物が実際に臨床試験へと進展している点が注目されます。 Insilico

MedicineのINS018_055は、特発性肺線維症（IPF）を対象とした第2相臨床試験で良好な
安全性と有効性データを示し、AI駆動型創薬の成功の具体例として強調されています。

技術・臨床詳細

AIは、膨大な生物学的および化学的データを分析し、潜在的な薬物候補を特定し、その
薬物動態学および薬力学特性を予測する能力において優れています。これにより、従来
の手法と比較して、より短期間で、より効率的に有望な化合物をスクリーニングするこ
とが可能になります。オルガンオンチップシステムと3Dバイオプリンティングは、in

vitroモデルの生理学的関連性を高め、臨床試験の成功確率を向上させるためにAIと連携
します。ナノテクノロジーは、AIが設計した薬物の標的指向性送達を可能にし、オフタ
ーゲット効果を低減しながら治療効果を最大化します。INS018_055の第2相試験では、
IPF患者において肺機能の安定化や改善が観察され、忍容性も良好であることが示され
ました。

背景・業界文脈

従来の創薬プロセスは時間とコストがかかり、成功率が低いという課題を抱えていま
す。AIと先進的な医薬品技術の統合は、これらの課題に対処し、より効率的で費用対効
果の高い開発パスを提供することを目的としています。製薬業界全体で、AIを活用した
創薬への投資が急増しており、Insilico MedicineやExscientiaのような企業がこの分野を
リードしています。このような進歩は、患者にとってより迅速に、より効果的な治療法
が提供される道を開きます。



今後の展望

AIと新興医薬品技術の融合は、創薬・開発の未来を再定義する可能性を秘めています。
今後の展望としては、AIモデルのさらなる洗練、リアルワールドデータとの統合、およ
び個別化医療への適用拡大が挙げられます。これらの技術が成熟するにつれて、より複
雑な疾患に対する治療薬の発見が加速し、最終的には患者の健康アウトカムが劇的に改
善されることが期待されます。倫理的課題や規制上の考慮事項も、これらの技術の広範
な導入において重要な検討事項となります。

元記事: https://www.mdpi.com/1422-0067/27/17/7864

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mdpi.com/1422-0067/27/17/7864


#19 FDA、2026年8月に4つの腫瘍治療薬に迅速承認経路
「ファストトラック」指定

概要

2026年8月、FDAは複数の腫瘍薬にファストトラック指定を付与し、承認プロセスを加
速させました。これには、Erasca Inc.のERAS-0015（膵臓がん）、CSPC Pharmaceutical

Group LimitedのSYS6090（結腸直腸がん）、SOTIO BiotechのSOT106（軟部肉腫）、

CelltrionのCT-P73（子宮頸がん）が含まれます。ファストトラック指定は、未だ満た
されていない医療ニーズに対応する有望な治療法に対して与えられ、開発と審査の迅
速化を目的としています。これにより、重篤な疾患を持つ患者への革新的な治療法が

より早く届くことが期待されます。

公開日 2026年09月03日  Targeted Oncology  アメリカ



詳細

主要成果

2026年8月、米国食品医薬品局（FDA）は、重篤ながん疾患に対する新たな治療薬候補4

種にファストトラック指定を付与したと発表しました。この指定は、これらの薬剤が未
だ満たされていない医療ニーズに対応し、迅速な開発および審査を促進することを目的
としています。指定を受けたのは、膵臓がんを対象としたErasca Inc.のpan-RAS分子糊
ERAS-0015、結腸直腸がんを対象としたCSPC Pharmaceutical Group LimitedのPD-1/IL-

15二重特異性融合タンパク質SYS6090、軟部肉腫を対象としたSOTIO BiotechのADCであ
るSOT106、および子宮頸がんを対象としたCelltrionの組織因子標的ADCであるCT-P73で
す。これらの指定は、各企業にとって重要なマイルストーンであり、患者への治療提供
加速に繋がる可能性があります。

技術・臨床詳細

ERAS-0015は、pan-RAS遺伝子変異を持つ膵臓がん患者を対象とした分子糊であり、
RAS経路の阻害を通じて抗腫瘍効果を発揮します。SYS6090は、PD-1とIL-15の両方を標
的とする二重特異性融合タンパク質で、免疫チェックポイント阻害と免疫刺激の両方を
行うことで、結腸直腸がんの治療効果を高めることを目指します。SOT106は、軟部肉
腫細胞上の特定の抗原を標的とする抗体薬物複合体であり、細胞傷害性薬剤を腫瘍に直
接送達することで全身毒性を軽減します。CT-P73は、組織因子を標的とするADCで、子
宮頸がん細胞に特異的に薬剤を送達し、細胞死を誘導します。

背景・業界文脈

FDAのファストトラック指定は、重篤な病状を治療し、未だ満たされていない医療ニー
ズに対応する可能性のある新薬の開発を加速させるために設計された制度です。この指
定により、FDAとの頻繁なコミュニケーション、優先審査資格の可能性、および上市ま
での期間短縮が期待できます。特に腫瘍分野では、画期的な治療法の必要性が高く、フ
ァストトラック指定は研究開発のインセンティブとなります。各薬剤がターゲットとす
るがんは、既存治療で限界があるか、予後不良である疾患であり、新たな治療オプショ
ンが強く求められています。



今後の展望

これらのファストトラック指定を受けた薬剤は、今後臨床開発を加速させ、早期承認や
迅速な市場投入が期待されます。例えば、ERAS-0015は膵臓がんの予後改善に貢献する
可能性があり、SYS6090、SOT106、CT-P73もそれぞれの疾患分野で標準治療を変革す
る可能性があります。FDAとの緊密な連携を通じて、これらの治療薬はより効率的に臨
床試験を進行させ、最終的に患者に届けられることが見込まれます。特に、分子糊や二
重特異性抗体、ADCといった先進的なモダリティがファストトラック指定を受けている
ことは、これらの技術が創薬の最前線にあることを示しています。

元記事: https://www.oncologynewscentral.com/drugs/info/oncology-drugs-fast-tracked-by-the-fda-in-

august-2026

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.oncologynewscentral.com/drugs/info/oncology-drugs-fast-tracked-by-the-fda-in-august-2026
https://www.oncologynewscentral.com/drugs/info/oncology-drugs-fast-tracked-by-the-fda-in-august-2026


#20 腫瘍免疫微小環境のモデル化によりADCの効能を最大
化する新戦略を解明

概要

Journal for ImmunoTherapy of Cancerの研究では、腫瘍免疫微小環境（TME）が抗体薬
物複合体（ADCs）および二重特異性抗体の送達と有効性を妨げるメカニズムがモデル
化され、ADC効果を増強する新戦略が特定されました。HE-S2 ADC（抗PD-L1抗体と二

機能性免疫調節剤D18の結合体）は、個々の成分と比較してin vivoで優れた抗腫瘍効果
を示しました。このモデルは、ADC投与前の機能的血管密度増加などのTME正常化戦
略が特に重要であることを示唆しており、将来の併用療法の最適化に貢献します。

公開日 2026年09月01日  Journal for ImmunoTherapy of Cancer  アメリカ



詳細

主要成果

Journal for ImmunoTherapy of Cancerに掲載された研究では、腫瘍免疫微小環境
（TME）が抗体薬物複合体（ADCs）および二重特異性抗体の送達と有効性をどのよう
に阻害するかを明らかにするメカニズムモデルが提示されました。このモデルにより、
ADCの抗腫瘍効果を最大化するための革新的な戦略が特定されました。具体的には、抗
PD-L1抗体と二機能性免疫調節剤D18を結合したHE-S2 ADCが、個々の成分を単独で投
与した場合と比較して、in vivoモデルで著しく優れた抗腫瘍効果を発揮することが確認
されました。この発見は、TMEの最適化がADC療法の成功に不可欠であることを示唆し
ています。

技術・臨床詳細

本研究で開発されたメカニズムモデルは、ADCの腫瘍内浸透、結合、および細胞内取り
込みに影響を与えるTMEの複雑な相互作用をシミュレートします。特に、モデルは腫瘍
血管の異常、間質圧の上昇、免疫抑制性細胞の存在など、TMEの物理的および生物学的
障壁がADCの送達効率を低下させるメカニズムを解明しました。HE-S2 ADCは、免疫チ
ェックポイント阻害と免疫活性化を組み合わせることで、TMEの免疫抑制を克服し、抗
腫瘍免疫応答を強化する二重のメカニズムを持つように設計されています。モデルは、
ADC投与前に血管新生を促進し、機能的な血管密度を増加させるTME正常化戦略、例え
ば血管新生促進剤の使用が、ADCの腫瘍内送達を改善し、最終的な治療効果を高める上
で極めて重要であることを示しています。

背景・業界文脈

抗体薬物複合体は、標的指向性治療薬としてがん治療に革命をもたらしましたが、その
有効性はしばしばTMEの障壁によって制限されていました。TMEは、腫瘍細胞を取り巻
く複雑な細胞、間質、分子のネットワークであり、薬物の浸透と免疫応答を阻害しま
す。この研究は、TMEの動態を定量的に理解し、ADCの効果を向上させるための合理的
設計戦略を提供する点で非常に重要です。製薬業界では、ADCの臨床成功率を向上させ
るために、TMEの克服が最優先課題の一つとなっています。



今後の展望

本研究で得られた知見は、将来のADCおよび二重特異性抗体療法の設計と最適化に大き
な影響を与えるでしょう。特に、ADC投与前のTME正常化戦略、例えば抗血管新生療法
との組み合わせや血管透過性改善剤の使用が、併用療法の有効性を飛躍的に向上させる
可能性が示されました。このモデルベースのアプローチは、臨床試験設計を情報に基づ
いたものにし、患者層別化の精度を高めることで、個別化医療の進展を加速させること
が期待されます。これにより、難治性腫瘍に対する治療効果を最大化し、患者の生存期
間と生活の質を改善する道が開かれます。

元記事: https://jitc.bmj.com/content/14/9/e015357

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://jitc.bmj.com/content/14/9/e015357


#21 二重特異性T細胞エンゲージャー（BiTE）療法、地域
のがん治療施設で導入拡大

概要

二重特異性T細胞エンゲージャー（BiTE）療法ががん治療における重要な進歩を遂げ、
米国の地域腫瘍学施設での導入が拡大しています。これらの革新的な治療法は、特に
従来の治療法に抵抗性を示すがん患者に新たな治療選択肢を提供しています。BiTE療

法は、患者自身のT細胞をがん細胞に結合させることで免疫システムを活性化し、がん
細胞を効率的に認識・破壊するメカUNISMを特徴としています。この導入拡大は、よ
り多くの患者が先進的な免疫療法にアクセスできるようになることを意味し、がん治

療のパラダイムシフトを促進します。

公開日 2026年08月27日  American Oncology Network  アメリカ



詳細

主要成果

二重特異性T細胞エンゲージャー（BiTE）療法は、がん治療の領域で画期的な進歩を遂
げ、米国の地域腫瘍学施設での導入が着実に進んでいます。これらの革新的な治療法
は、特に従来の標準治療に対して抵抗性を示す、または再発したリンパ腫や多発性骨髄
腫などの血液がん患者に対して、新たな希望と治療選択肢を提供しています。BiTE療法
は、患者自身のT細胞をがん細胞に結合させることで、免疫システムががん細胞をより
効果的に認識し、破壊するように誘導する独自のメカニズムを持っています。

技術・臨床詳細

BiTE抗体は、がん細胞上の特定の抗原（例：CD19、BCMA）と、T細胞上のCD3受容体
の両方に結合できる小さなタンパク質です。この二重結合により、T細胞とがん細胞が
物理的に近づけられ、T細胞の活性化と細胞傷害性応答が引き起こされます。結果とし
て、T細胞はがん細胞を特異的に殺傷します。地域腫瘍学施設でのBiTE療法の実装に
は、特定の患者選択基準、副作用管理のための専門知識（特にサイトカイン放出症候群
（CRS）や神経毒性）、および厳格なモニタリングプロトコルが必要です。しかし、そ
の有効性と、特に再発・難治性疾患における奏効率の高さから、導入への投資価値が認
められています。

背景・業界文脈

がん治療は、標的療法や免疫療法によって大きく進化してきましたが、依然として多く
の患者が治療抵抗性や再発に直面しています。BiTE療法は、このような未だ満たされて
いない医療ニーズに対応するための次世代の免疫療法として位置づけられています。以
前は主に学術医療センターで行われていたこれらの高度な治療が、地域コミュニティの
診療所でも提供されるようになることは、患者アクセスを大幅に向上させ、治療成果の
均等化に貢献します。これにより、BiTE療法がより広範な患者集団に利益をもたらす可
能性が広がります。



今後の展望

BiTE療法の地域腫瘍学施設への拡大は、がん治療の提供モデルに大きな影響を与えるで
しょう。今後、より多くのBiTE薬剤が承認され、新しい標的や疾患に対する研究が進む
につれて、その適用範囲はさらに広がると予想されます。副作用管理プロトコルの改善
や、地域施設での導入を支援するための教育・トレーニングプログラムの充実が、今後
の成功の鍵となります。BiTE療法は、がん患者の生命予後と生活の質を改善するための
強力なツールとして、その地位を確立しつつあります。

元記事: https://www.aoncology.com/2026/08/27/qa-implementing-bite-therapies-in-community-

oncology-settings/

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.aoncology.com/2026/08/27/qa-implementing-bite-therapies-in-community-oncology-settings/
https://www.aoncology.com/2026/08/27/qa-implementing-bite-therapies-in-community-oncology-settings/


#22 AbbVieの二重特異性抗体etentamig、再発/難治性多
発性骨髄腫第3相試験で奏効率と無増悪生存期間を改善

概要

AbbVieは、再発/難治性多発性骨髄腫患者を対象とした第3相試験で、二重特異性T細胞
エンゲージャーetentamigが肯定的な結果を示したと発表しました。etentamigは、B細
胞成熟抗原（BCMA）とCD3を標的とする第2世代二重特異性T細胞エンゲージャーで、

客観的奏効率（ORR）と無増悪生存期間（PFS）の改善を達成し、サイトカイン放出症
候群（CRS）および感染症の発生率が低いという良好な安全性プロファイルも示しま
した。この治療は月1回の投与スケジュールで、外来および地域ベースの施設での治療

を可能にする可能性があり、患者の利便性を大幅に向上させます。

公開日 2026年09月03日  Fierce Biotech  アメリカ



詳細

主要成果

AbbVieは、再発/難治性多発性骨髄腫（RRMM）患者を対象とした第3相臨床試験におい
て、自社の二重特異性T細胞エンゲージャーetentamigが主要評価項目である客観的奏効
率（ORR）と無増悪生存期間（PFS）の両方で肯定的な結果を達成したと発表しまし
た。etentamigは、B細胞成熟抗原（BCMA）とCD3を標的とする第2世代の二重特異性T

細胞エンゲージャーであり、サイトカイン放出症候群（CRS）と感染症の発生率が低い
という、従来のT細胞エンゲージャーと比較して優れた安全性プロファイルも示しまし
た。この結果は、RRMM患者に対する新たな、より安全で効果的な治療選択肢を提供す
る大きな一歩となります。

技術・臨床詳細

etentamigは、多発性骨髄腫細胞に高発現するBCMAと、免疫エフェクター細胞であるT
細胞に発現するCD3に同時に結合するように設計されています。この二重の標的化によ
り、etentamigはT細胞を腫瘍細胞の近傍に引き寄せ、がん細胞特異的な免疫応答を誘導
します。第3相試験では、etentamigを月1回の投与スケジュールで評価し、この治療が
外来および地域ベースの施設で実施可能であることを示唆するデータが得られました。
この投与利便性は、患者の生活の質を向上させ、治療へのアクセスを拡大する上で重要
な要素となります。安全性プロファイルにおいてCRSと感染症の発生率が低いことは、
臨床医がこの治療を管理する上での大きな利点となります。

背景・業界文脈

多発性骨髄腫は、血液がんの一種であり、再発・難治性の患者にとって新たな治療選択
肢が常に求められています。これまでのT細胞エンゲージャーは効果的である一方で、
サイトカイン放出症候群や神経毒性といった重篤な副作用の管理が必要であり、多くの
場合、入院環境での厳重なモニタリングが不可欠でした。etentamigが示す安全性プロ
ファイルの改善と、月1回という簡便な投与スケジュールは、RRMM治療のパラダイム
を大きく変える可能性を秘めています。これは、患者の負担軽減と医療システムへの影
響の両面で意義深い進歩です。



今後の展望

etentamigの肯定的な第3相試験結果は、承認申請への道を開くものであり、今後の規制
当局との協議が注目されます。この薬剤が承認されれば、RRMM患者にとって画期的な
治療オプションとなり、特に外来での治療が可能になることで、より多くの患者が先進
的な免疫療法にアクセスできるようになるでしょう。さらに、安全性プロファイルの改
善は、BiTE療法の適応範囲を拡大し、他の血液がんや固形腫瘍への応用研究を加速させ
る可能性も秘めています。この進歩は、患者の長期的な予後改善と生活の質の向上に大
きく貢献することが期待されます。

元記事: https://www.fiercebiotech.com/biotech/abbvies-bispecific-t-cell-engager-shows-promise-ph-3-

multiple-myeloma-trial

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.fiercebiotech.com/biotech/abbvies-bispecific-t-cell-engager-shows-promise-ph-3-multiple-myeloma-trial
https://www.fiercebiotech.com/biotech/abbvies-bispecific-t-cell-engager-shows-promise-ph-3-multiple-myeloma-trial


#23 スマートハイドロゲル-ナノ粒子プラットフォーム、
乳がんの精密薬物送達と腫瘍微小環境変調で新たな道

概要

ACS Publicationsの論文は、乳がん治療において精密な薬物送達と腫瘍微小環境
（TME）変調を可能にするスマートハイドロゲル-ナノ粒子プラットフォームの可能性
を提示しています。この複合システムは、ハイドロゲルとナノ粒子を組み合わせるこ

とで、抗がん剤、核酸、免疫調節剤などの多様な治療薬の局所的かつ持続的な送達を
実現します。これにより、腫瘍細胞への薬物ターゲティングが大幅に改善され、正常
組織への毒性を最小限に抑えながら、治療効果の最大化が期待されます。この技術

は、乳がん治療の効率と安全性を向上させる新たなアプローチを提供します。

公開日 2026年09月01日  ACS Publications  アメリカ



詳細

主要成果

ACS Publicationsに掲載された論文では、乳がん治療において精密な薬物送達と腫瘍微
小環境（TME）変調を可能にするスマートハイドロゲル-ナノ粒子プラットフォームの
革新的なアプローチが詳述されています。この複合システムは、ハイドロゲルとナノ粒
子を戦略的に組み合わせることで、抗がん剤、核酸、免疫調節剤など、多様な治療薬の
局所的かつ持続的な送達を実現します。このアプローチにより、薬物の腫瘍細胞へのタ
ーゲティング効率が大幅に向上し、同時に正常組織への全身毒性を最小限に抑えること
で、治療効果の最大化が期待されます。

技術・臨床詳細

スマートハイドロゲルは、pH、温度、酵素活性などのTMEの特定の刺激に応答して薬物
を放出するように設計できます。これにより、腫瘍部位に薬物を選択的に集中させるこ
とが可能です。ナノ粒子は、治療薬をカプセル化し、安定性を向上させ、細胞取り込み
を促進します。このプラットフォームは、薬物だけでなく、遺伝子編集ツールや免疫ア
ジュバントなどの生物学的製剤も送達できる汎用性を持っています。例えば、ハイドロ
ゲルに封入されたナノ粒子は、固形腫瘍の血管網の異常や高い間質圧といった物理的障
壁を乗り越え、薬物を腫瘍の中心部に浸透させることができます。また、TMEの免疫抑
制的な特性を調節する薬剤を同時に送達することで、免疫応答を強化し、がん細胞の死
滅を促進します。

背景・業界文脈

乳がんは、世界中で女性に最も一般的ながんの一つであり、効果的で副作用の少ない治
療法の開発が喫緊の課題となっています。従来の化学療法や放射線療法は全身的な毒性
を伴うことが多く、免疫療法も一部の患者には効果がありません。TMEはがんの進行と
免疫抑制において重要な役割を果たしており、これを標的とすることは治療成功の鍵と
なります。スマートDDS技術は、このような課題を克服し、乳がん治療における精密医
療の実現に向けた新たな道を開くものです。



今後の展望

このスマートハイドロゲル-ナノ粒子プラットフォームは、乳がん治療の未来を大きく
変える可能性を秘めています。今後の研究では、このシステムのin vivoでの有効性と安
全性をさらに検証し、様々な乳がんサブタイプに対する最適な薬物組み合わせと送達戦
略を特定することが重要となります。また、製造のスケーラビリティと臨床翻訳可能性
も今後の開発の焦点となるでしょう。この技術が臨床に応用されることで、乳がん患者
の治療成果と生活の質が劇的に向上することが期待されます。

元記事: https://pubs.acs.org/aanmf6/article/doi/10.1021/acsanm.6c02918/5392811/Smart-Hydrogel-

Nanoparticle-Platforms-for

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/aanmf6/article/doi/10.1021/acsanm.6c02918/5392811/Smart-Hydrogel-Nanoparticle-Platforms-for
https://pubs.acs.org/aanmf6/article/doi/10.1021/acsanm.6c02918/5392811/Smart-Hydrogel-Nanoparticle-Platforms-for


#24 BRD4標的PROTACナノアセンブリがFLASH放射線増
感療法を大幅に強化、腫瘍抑制に成功

概要

PMCに発表された研究では、BRD4を標的とするPROTACナノアセンブリ（APF）が、
超高線量率放射線療法（FLASH-RT）の抗腫瘍効果を飛躍的に高めることが実証されま
した。APFは、BRD4分解剤ARV-771を腫瘍細胞に効率的に送達し、放射線誘発性の活

性酸素種（ROS）産生を増幅させ、DNA二重鎖切断を悪化させました。in vivoモデル
では、APFとFLASH-RTの併用療法が優れた腫瘍抑制効果を示し、全身毒性は最小限に
抑えられました。この革新的なアプローチは、難治性がんの治療法に革命をもたらす

可能性を秘めています。

公開日 2026年09月02日  PMC  アメリカ



詳細

主要成果

PMCで報告された研究により、BRD4を標的とするPROTACナノアセンブリ（APF）が、
超高線量率放射線療法（FLASH-RT）の抗腫瘍効果を劇的に増強することが実証されま
した。APFは、BRD4分解剤ARV-771を腫瘍細胞に効率的に送達し、放射線誘発性の活性
酸素種（ROS）産生を顕著に増幅させ、DNA二重鎖切断（DSBs）を悪化させました。in

vivoモデルを用いた検証では、APFとFLASH-RTの併用療法が優れた腫瘍抑制効果を示し
た一方で、全身毒性は最小限に抑えられることが確認されました。この発見は、がん治
療におけるPROTACと放射線療法の新たな組み合わせ戦略の可能性を切り開くもので
す。

技術・臨床詳細

PROTAC（プロテオリシス標的キメラ）は、ユビキチン-プロテアソーム系を介して疾患
関連タンパク質を分解する革新的な治療モダリティです。本研究では、BRD4（ブロモ
ドメイン含有タンパク質4）を標的とするARV-771をナノ粒子に組み込むことで、腫瘍
細胞への選択的送達と細胞内取り込み効率を向上させました。FLASH-RTは、従来の放
射線療法に比べて非常に高い線量率で放射線を照射する技術であり、正常組織への毒性
を軽減しながら腫瘍殺傷効果を高めることが期待されています。APFは、FLASH-RTによ
るDNA損傷を修復するメカニズムを阻害し、ROSの産生を増加させることで、がん細胞
のアポトーシスを促進します。この相乗効果により、単独療法では達成できない強力な
抗腫瘍効果が得られました。

背景・業界文脈

がんは依然として主要な死因の一つであり、特に放射線耐性を獲得した腫瘍の治療は困
難です。PROTAC技術は、これまで創薬が困難とされてきたタンパク質を標的とできる
点で大きな期待が寄せられています。一方、FLASH-RTは、その独自の利点から、次世
代の放射線療法として注目されています。この研究は、これら二つの最先端技術を組み
合わせることで、難治性がんに対する治療効果を大幅に向上させる可能性を示唆してお
り、がん治療のパラダイムを変える潜在能力を秘めています。製薬企業や放射線医療分
野の研究者にとって、新たな併用療法開発の強力な推進力となるでしょう。



今後の展望

BRD4標的PROTACナノアセンブリとFLASH-RTの併用療法は、将来のがん治療において
重要な選択肢となる可能性があります。今後の展望としては、様々な腫瘍タイプでの有
効性検証、長期的な安全性評価、および臨床翻訳に向けた最適化が挙げられます。特
に、このアプローチが従来の治療法に抵抗性を示すがんや、難治性の固形腫瘍に対して
どの程度の効果を発揮するかに注目が集まります。この革新的な技術の臨床応用が成功
すれば、がん患者の予後と生活の質を劇的に改善する可能性を秘めています。

元記事: https://pmc.ncbi.nlm.nih.gov/articles/PMC13355409/

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pmc.ncbi.nlm.nih.gov/articles/PMC13355409/


#25 二重特異性ADCプラットフォーム、従来困難だった数
千のがん標的を解放し、毒性課題を克服

概要

新しいロジックゲート型プラットフォームを搭載した二重特異性抗体薬物複合体
（bsADCs）が、抗体薬物複合体（ADC）開発における数千もの新たな潜在的がん標的
を解放する可能性が示されました。このプラットフォームは、がん細胞に共発現する

が正常組織には存在しない複数の抗原を同時に標的とすることで、従来のADCに内在
する毒性課題を劇的に改善します。前臨床評価では、結腸直腸がんにおいてEGFRと
EphA2を標的とするbsADCが、正常細胞を温存しつつ強力な抗腫瘍活性を示すことが

確認され、治療の選択性と有効性を向上させる新たな道を開きます。

公開日 2026年08月31日  Drug Discovery News  アメリカ



詳細

主要成果

Drug Discovery Newsによると、ロジックゲート型プラットフォームを採用した二重特
異性抗体薬物複合体（bsADCs）が、これまでアクセスが困難だった数千もの新規がん
標的を創薬ポートフォリオに加える可能性を秘めていると報じられました。この革新的
なプラットフォームは、がん細胞に共発現するが正常組織には存在しない抗原を組み合
わせることで、従来の単一標的ADCが抱えていたオフターゲット毒性という根本的な課
題を克服します。前臨床試験では、結腸直腸がんを対象にEGFRとEphA2を同時標的とす
るbsADCが、正常細胞に影響を与えることなく強力な抗腫瘍活性を示すことが確認さ
れ、治療の選択性と有効性を飛躍的に向上させる新たな道筋が示されました。

技術・臨床詳細

このロジックゲート型bsADCプラットフォームは、二つの異なる抗原が同時に発現して
いる場合にのみ、ペイロードである細胞傷害性薬物を放出または活性化するように設計
されています。これにより、「AND」ゲートのような論理的制御が実現し、単一の抗原
が正常細胞にも存在する場合でも、二つの抗原の共発現を必要とすることで、がん細胞
に対する特異性を劇的に高めます。例えば、結腸直腸がんにおいて、EGFRはがん細胞
で過剰発現しますが、一部の正常組織でも発現します。しかし、EGFRとEphA2が同時に
高発現するのはがん細胞に限られるため、この組み合わせを標的とすることで、治療ウ
ィンドウが拡大されます。前臨床データは、このbsADCが低用量でがん細胞を効果的に
殺傷し、薬剤耐性メカニズムを回避する可能性も示唆しています。

背景・業界文脈

抗体薬物複合体（ADCs）は、がん治療において大きな進歩をもたらしましたが、その
全身毒性により使用が制限されることが課題でした。多くのADCが標的とする抗原は、
がん細胞だけでなく正常細胞にも低レベルで発現するため、オフターゲット効果が生じ
ます。この新しいbsADCプラットフォームは、このような課題に対する根本的な解決策
を提供し、従来のADC開発の限界を押し広げるものです。製薬業界では、毒性プロファ
イルの改善と新たな標的の開拓が常に優先事項であり、この技術はこれらのニーズに直
接応えるものです。



今後の展望

このロジックゲート型bsADCプラットフォームの登場は、がん治療における次世代ADC

の開発を加速させるでしょう。今後、様々な種類のがんにおける最適な抗原の組み合わ
せを特定し、臨床応用に向けてその有効性と安全性を検証する研究が焦点となります。
この技術が臨床に成功裏に翻訳されれば、現在治療が困難ながんタイプに対する治療選
択肢を大幅に拡大し、患者の予後を改善するだけでなく、治療による副作用を軽減する
ことで生活の質も向上させることが期待されます。これにより、個別化された高精度な
がん治療の実現に一歩近づきます。

元記事: https://www.drugdiscoverynews.com/bispecific-adcs-could-unlock-thousands-of-new-cancer-

targets-17476

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.drugdiscoverynews.com/bispecific-adcs-could-unlock-thousands-of-new-cancer-targets-17476
https://www.drugdiscoverynews.com/bispecific-adcs-could-unlock-thousands-of-new-cancer-targets-17476


#26 高分子ナノ粒子が薬物送達・遺伝子治療・医療画像診
断など幅広い生物医学分野で多様な応用を加速

概要

高分子ナノ粒子は、ナノメディシン分野において最も多用途で有望なプラットフォー
ムの一つとして注目されています。これらのナノ粒子は、薬物送達、遺伝子治療、医
療画像診断、がん研究、バイオセンシングなど、幅広い生物医学的応用で利用される

ことが期待されています。ポリマー組成、サイズ、表面特性、内部構造を精密に調整
することで、特定の生物学的用途に合わせて設計できる柔軟性を持っており、既存の
治療法の課題を克服し、より効果的なソリューションを提供する可能性を秘めていま

す。

公開日 2026年08月27日  Nanbiosis  スペイン



詳細

主要成果

高分子ナノ粒子は、ナノメディシンにおいて最も多用途かつ有望なプラットフォームの
一つとして、その可能性がNanbiosisの報告で強調されています。これらのナノ粒子
は、薬物送達、遺伝子治療、医療画像診断、がん研究、バイオセンシングなど、広範な
生物医学的応用で利用されることが期待されています。その最大の利点は、ポリマー組
成、サイズ、表面特性、内部構造を精密に修飾することで、特定の生物学的ニーズや疾
患特異的な要件に合わせて設計できる柔軟性にあります。この特性により、既存の治療
法の課題を克服し、より効率的でターゲット指向性の高いソリューションを提供する基
盤を築きます。

技術・臨床詳細

高分子ナノ粒子の合成方法には、乳化重合、沈殿重合、ナノ沈殿、溶媒蒸発法など多様
な技術があります。これらの技術により、数ナノメートルから数百ナノメートルの範囲
で粒子径を精密に制御することが可能です。表面修飾として、PEG化（ポリエチレング
リコール化）により、生体内での安定性を高め、細網内皮系によるクリアランスを回避
できます。また、リガンド（例：抗体、ペプチド、アプタマー）を結合させることで、
がん細胞などの特定の細胞や組織へのターゲティングを可能にします。薬物送達の文脈
では、難溶性薬物の溶解度向上、生体内半減期の延長、および腫瘍や炎症部位への選択
的蓄積が主なメリットです。遺伝子治療では、核酸（siRNA、mRNA、プラスミド
DNA）を効率的に細胞内に送達し、遺伝子発現を調節するキャリアとして機能します。

背景・業界文脈

従来の治療法は、しばしば全身毒性、薬物分解、標的特異性の欠如といった課題に直面
していました。ナノテクノロジー、特に高分子ナノ粒子の発展は、これらの課題に対処
するための革新的なアプローチを提供しています。カスタマイズ可能な性質により、高
分子ナノ粒子は個別化医療への道を開き、患者固有のニーズに合わせた治療法の開発を
可能にします。製薬業界では、ナノ粒子ベースのDDSは、新薬開発の成功率を高め、既
存薬の治療指数を改善するための重要な技術として認識されており、多くの投資と研究
開発が進められています。



今後の展望

高分子ナノ粒子の研究は、今後も急速に進展し、より高度な機能性を持つスマートナノ
システムの開発が期待されます。具体的には、多機能性（診断と治療を兼ねるセラノス
ティクス）、刺激応答性（pH、温度、光などで薬物放出を制御）、および生体適合性
と生分解性のさらなる向上に焦点が当てられるでしょう。これらの技術的進歩は、が
ん、神経変性疾患、感染症など、幅広い疾患に対する治療効果を劇的に改善し、最終的
には患者の生活の質を向上させる画期的な医療ソリューションの創出に貢献すると予測
されます。規制当局との連携も、臨床応用への鍵となります。

元記事: https://www.nanbiosis.es/polymeric-nanoparticles-properties-synthesis-and-biomedical-

applications/

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.nanbiosis.es/polymeric-nanoparticles-properties-synthesis-and-biomedical-applications/
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#27 Genentech、DualityBioと10億ドル超の提携でADC耐
性克服へ、新規ペイロード開発を加速

概要

RocheのGenentechは、DualityBioとの間で潜在的マイルストンを含め10億ドルを超え
る大型契約を締結し、既存の抗体薬物複合体（ADC）治療後に進行するがん患者向け
の新世代ADC開発に注力すると発表しました。この戦略的提携は、DualityBio独自の

Dupacプラットフォームを活用し、既存のトポイソメラーゼベースADCへの耐性を示
す腫瘍でも有効性を維持する新規ペイロードの開発を目指します。DualityBioが候補薬
を臨床段階に進め、その後Genentechが第1a相以降の開発を引き継ぐことで、難治性

がん治療における重要な未充足ニーズへの対応が期待されます。

公開日 2026年08月28日  Fierce Biotech  アメリカ



詳細

主要成果

Fierce Biotechによると、Roche傘下のGenentechは、中国のバイオテクノロジー企業
DualityBioとの間で、最大で10億ドルを超える潜在的マイルストン支払いを含む大規模
な提携契約を締結しました。この提携は、既存の抗体薬物複合体（ADC）治療後に疾患
が進行するがん患者のための、新世代のADCを開発することに重点を置いています。特
に、DualityBio独自のDupacプラットフォームを活用し、既存のトポイソメラーゼベー
スのADCに対して耐性を示す腫瘍においても有効性を維持する新規ペイロードの開発を
目指します。この動きは、難治性がん治療における差し迫った課題を解決するための重
要な戦略的投資と位置づけられます。

技術・臨床詳細

現在の多くのADCは、DNAを切断する酵素であるトポイソメラーゼを阻害するペイロー
ド（薬物部分）を利用しています。しかし、がん細胞はしばしばこれらのペイロードに
対する耐性を獲得し、治療効果が失われることがあります。DualityBioのDupacプラッ
トフォームは、新規作用機序を持つペイロードや、既存ペイロードに対する耐性を克服
できるような革新的なリンカー技術を提供するとされています。この提携により開発さ
れるADC候補薬は、臨床前の評価段階を経て、DualityBioによってIND（治験新薬）申請
が行われます。その後、Genentechが第1a相臨床試験以降の開発および世界規模での商
業化を担当し、その専門知識とリソースを投入します。

背景・業界文脈

ADCは、高特異性の抗体と強力な細胞傷害性薬物を組み合わせることで、がん細胞に選
択的に薬物を送達する革新的な治療モダリティとして、がん治療に大きな変革をもたら
しました。しかし、治療抵抗性の出現は、ADC治療の長期的な成功を妨げる主要な課題
の一つです。特にトポイソメラーゼ阻害剤ペイロードに対する耐性は、多くの患者にと
って未充足の医療ニーズとなっています。Genentechのような大手製薬企業が、
DualityBioのような新興企業と提携し、この問題に積極的に取り組むことは、業界全体
のADC開発を加速させ、新たなブレークスルーを生み出す強力なインセンティブとなり
ます。



今後の展望

GenentechとDualityBioのこの戦略的提携は、ADC耐性克服に向けた研究開発を大きく前
進させる可能性を秘めています。今後、この提携を通じて開発される新規ADC候補薬の
臨床試験データが待たれます。もし、トポイソメラーゼ耐性を克服できるADCが実用化
されれば、現在治療に難渋している進行がん患者にとって、その生存期間と生活の質を
劇的に改善する画期的な治療選択肢となるでしょう。この成功は、他の製薬企業にも同
様の戦略的投資を促し、ADC技術のさらなる進化を加速させる可能性があります。

元記事: https://www.fiercebiotech.com/biotech/genentech-doubles-down-adc-resistant-cancers-1b-

dualitybio-pact

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.fiercebiotech.com/biotech/genentech-doubles-down-adc-resistant-cancers-1b-dualitybio-pact
https://www.fiercebiotech.com/biotech/genentech-doubles-down-adc-resistant-cancers-1b-dualitybio-pact


#28 UBC医学部、AIタンパク質設計と薬物送達分野で世界
的な科学者3名を新研究教授に任命

概要

ブリティッシュコロンビア大学（UBC）医学部は、薬物送達、タンパク質設計、マイ
クロバイオーム科学の分野で世界的に著名な3名の科学者をEddie Goldenberg

Research Chairs of Canadaに任命しました。特にAIのブレークスルー、中でも

AlphaFoldによる高精度な構造予測やタンパク質配列最適化のためのニューラルネット
ワークの活用は、事前定義された形状と相互作用を持つタンパク質の設計を可能にし
ました。この研究プログラムは、計算タンパク質設計を次世代デング熱ワクチン、腫

瘍選択的がん治療薬、タンパク質ベースのバイオセンサーなどの新規治療薬や診断薬
の創出に応用することを目指しており、医療の未来を大きく変える可能性を秘めてい
ます。

公開日 2026年09月03日  UBC Medicine  カナダ



詳細

主要成果

ブリティッシュコロンビア大学（UBC）医学部は、薬物送達、タンパク質設計、および
マイクロバイオーム科学の分野における3名の世界的に著名な科学者を、Eddie
Goldenberg Research Chairs of Canadaに任命しました。この任命は、UBCがこれらの革
新的な研究領域におけるリーダーシップを強化するコミットメントを示すものです。特
に注目すべきは、AI（人工知能）のブレークスルー、とりわけGoogle DeepMindの
AlphaFoldによる高精度なタンパク質構造予測や、タンパク質配列最適化のためのニュ
ーラルネットワークの活用が、これまでにない精度で事前定義された形状と相互作用を
持つタンパク質を設計する能力を確立したことです。これにより、新世代の治療法と診
断法の開発が加速されると期待されています。

技術・臨床詳細

新たに任命された研究教授陣は、計算タンパク質設計の手法を応用し、様々な医療ニー
ズに対応する新規分子を創出します。具体的には、AIによって予測されたタンパク質構
造データと機械学習アルゴリズムを組み合わせることで、特定の疾患標的に対して高い
親和性と特異性を持つタンパク質ベースの薬剤を設計します。例えば、次世代デング熱
ワクチンは、AIが最適化した抗原構造を利用して免疫応答を最大化することを目指しま
す。腫瘍選択的がん治療薬は、がん細胞に特異的に結合し、正常組織への影響を最小限
に抑えるよう設計されたタンパク質を利用します。また、タンパク質ベースのバイオセ
ンサーは、疾患の早期診断や治療効果のモニタリングにおいて、高感度かつ迅速な検出
を可能にするでしょう。

背景・業界文脈

現代の医療は、新たな感染症の脅威、がんの多様性、および診断技術の限界といった課
題に直面しています。AIと計算科学の進歩は、これらの課題に対処するための強力なツ
ールを提供します。特にタンパク質設計の分野では、AlphaFoldのようなツールの登場
により、これまでは実験的にしか解明できなかったタンパク質の構造と機能を、計算に
よって予測・設計することが可能になりました。これにより、創薬のリードタイムが大
幅に短縮され、開発コストの削減にも寄与すると期待されています。カナダは、生命科
学研究とAI技術開発の両方において世界的な拠点としての地位を確立しており、今回の
任命は国のイノベーション戦略と一致しています。



今後の展望

これらの新研究プログラムは、計算タンパク質設計とAIの最先端技術を統合し、次世代
の治療薬と診断薬の開発を加速させるでしょう。デング熱のようなグローバルな健康課
題への対応、より効果的で副作用の少ないがん治療、そして早期診断のための高精度バ
イオセンサーの開発は、公衆衛生に計り知れない利益をもたらす可能性があります。
UBC医学部におけるこの戦略的投資は、学術研究から臨床応用への橋渡しを強化し、革
新的な医療ソリューションを患者に迅速に提供するための重要な触媒となるでしょう。
国際的な連携を通じて、これらの技術はさらに広範な影響を与えることが期待されま
す。

元記事: https://www.med.ubc.ca/news/ubc-medicine-welcomes-eddie-goldenberg-research-chairs-of-

canada/

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.med.ubc.ca/news/ubc-medicine-welcomes-eddie-goldenberg-research-chairs-of-canada/
https://www.med.ubc.ca/news/ubc-medicine-welcomes-eddie-goldenberg-research-chairs-of-canada/


#29 多重特異性抗体治療薬の台頭がCDMO開発アーキテク
チャを変革

概要

多重特異性抗体治療薬の急速な発展は、医薬品受託開発製造機関（CDMO）のサービ
ス提供モデルと開発アーキテクチャに大きな変革をもたらしています。製造業者は、
分子工学、詳細な分析、および強化された上流・下流プロセス構成を中心とした新し

い設計モデルへの適応を迫られています。Catalentなどの主要CDMOは、多重特異性抗
体を含む複雑な生物製剤の開発・製造をサポートするため、GPEx® Lightningプラット
フォームのような先進技術に積極的に投資しています。この変化は、業界全体に効率

性と専門性向上を要求し、CDMOが創薬の最前線で果たす役割を再定義しています。

公開日 2026年08月28日  BioSpace  アメリカ



詳細

主要成果

BioSpaceの記事によると、多重特異性抗体治療薬の台頭が、医薬品受託開発製造機関
（CDMO）の開発アーキテクチャを根本的に変革しています。これらの複雑な生物製剤
の製造要件は、CDMOが分子工学、高度な分析技術、そして最適化された上流および下
流プロセス構成に重点を置いた新しい設計モデルに適応することを必要としています。
Catalentのような主要なCDMOは、多重特異性抗体を含む次世代生物製剤の開発と製造
をサポートするために、GPEx® Lightningプラットフォームなどの先進的な技術に積極
的に投資しており、この変化は業界全体にわたって効率性と専門性の向上を要求してい
ます。

技術・臨床詳細

多重特異性抗体は、単一の抗体で複数の標的抗原に結合する能力を持つため、がんや自
己免疫疾患などの治療において、単一特異性抗体よりも高い有効性と特異性、そしてよ
り良い安全性プロファイルを提供する可能性があります。しかし、その複雑な構造は、
細胞株開発、発酵プロセス、精製、および品質管理において、従来のモノクローナル抗
体とは異なる課題を提示します。CDMOは、これらの課題に対応するため、高度な分子
クローニング技術、高効率な細胞培養システム、革新的なクロマトグラフィー精製法、
および包括的な分析特性評価（マススペクトロメトリー、SEC-MALSなど）を導入して
います。CatalentのGPEx® Lightningプラットフォームは、高収量で迅速な細胞株開発を
可能にし、多重特異性抗体の効率的な生産を支援する技術の一例です。

背景・業界文脈

バイオ医薬品市場は、特許切れや新技術への需要により急速に進化しており、特に多重
特異性抗体は創薬の新たなフロンティアと見なされています。製薬企業は、自社でこれ
らの複雑な分子の製造設備や専門知識を全て持つことが難しいため、専門的なCDMOへ
の依存度が高まっています。CDMOは、技術的な専門知識、規制に関する洞察、および
規模の経済を提供することで、製薬パートナーがこれらの革新的な治療法を臨床試験か
ら市場投入まで迅速に進めるのを支援する不可欠な役割を担っています。このトレンド
は、CDMO市場の成長と専門化を加速させています。



今後の展望

多重特異性抗体治療薬の普及に伴い、CDMOは今後もその能力と技術基盤を継続的に進
化させる必要があります。将来的には、より多様な分子形式（例：三重点特異性抗体、
CAR-T細胞エンゲージャー）、より迅速な開発タイムライン、およびよりコスト効率の
高い製造ソリューションが求められるでしょう。AIと自動化の統合は、プロセス開発と
製造の効率をさらに向上させる重要な要素となります。CDMOは、これらの複雑な分子
を成功裏に市場に投入するために、製薬企業との戦略的なパートナーシップをさらに強
化し、技術革新の最前線に立ち続けることが期待されます。

元記事: https://www.biospace.com/drug-development/multispecifics-are-transforming-the-cdmo-

development-architecture
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#30 PROTAC薬への反応はタンパク質蓄積メカニズムが
鍵：難治性がん治療に新たな標的戦略

概要

研究者たちは、がんを引き起こすタンパク質が腫瘍内で蓄積するメカニズムが、
PROTAC薬の有効性に大きく影響する可能性を発見しました。PROTAC薬は、適切に分
解されずに蓄積するタンパク質の除去に、がん細胞が継続的に大量生産するタンパク

質の除去よりも効果的であることが示されました。この重要な発見は、どの腫瘍が
PROTAC療法に最も反応しやすいかを特定するための新しいバイオマーカーを提供し、
より個別化されたがん治療法の開発を支援するのに役立つと期待されます。

公開日 2026年09月01日  News-Medical  イギリス



詳細

主要成果

News-Medicalの報道によると、研究者たちは、がんを引き起こすタンパク質が腫瘍細
胞内で蓄積するメカニズムが、PROTAC（プロテオリシス標的キメラ）薬の有効性に決
定的な影響を与える可能性を示唆する重要な発見をしました。この研究では、PROTAC

薬が、継続的に大量生産されるタンパク質よりも、細胞内で適切に分解されずに蓄積す
るタンパク質の除去において、より高い効果を発揮することが実証されました。この知
見は、PROTAC療法に最も反応しやすいがん患者集団を特定するための新たなバイオマ
ーカー戦略を提供し、個別化されたがん治療法の開発を加速させる可能性を秘めていま
す。

技術・臨床詳細

PROTAC薬は、ユビキチン-プロテアソーム系を利用して特定の疾患関連タンパク質を標
的として分解する薬剤です。この研究では、細胞内のタンパク質動態とPROTACの作用
メカニズムとの間の複雑な関係が探求されました。具体的な実験では、様々なタイプの
がん細胞株と in vivoモデルを用いて、タンパク質の合成速度、分解速度、および
PROTAC投与後のタンパク質レベルの変化が詳細に分析されました。その結果、がん細
胞内で異常に安定化し、蓄積するタンパク質を標的とするPROTACは、これらのタンパ
ク質を効率的に分解し、抗腫瘍効果を高めることが示されました。これは、PROTACが
単にタンパク質の発現量を下げるだけでなく、異常なタンパク質ダイナミクスを修正す
る可能性を持つことを示唆しています。

背景・業界文脈

PROTACは、従来の小分子阻害剤では到達できなかった「undruggable」な標的に対する
新たな治療戦略として、製薬業界で大きな注目を集めています。しかし、PROTACの臨
床的成功を予測するためのバイオマーカーはまだ十分に確立されていませんでした。こ
の研究は、PROTAC薬の有効性が、標的タンパク質のライフサイクル、特に蓄積メカニ
ズムに強く依存するという新たな理解を提供します。これは、PROTAC開発者がより効
果的な薬物候補を選択し、臨床試験で適切な患者集団を層別化するための重要な指針と
なります。



今後の展望

この発見は、PROTAC療法の開発と臨床応用において、戦略的な転換点となる可能性が
あります。今後の展望としては、様々な種類のがんにおけるタンパク質蓄積メカニズム
を詳細に解明し、PROTAC応答性を予測するための新しいin vitroおよびin vivoモデルの
開発が挙げられます。また、特定のタンパク質蓄積パターンを持つ患者を対象とした臨
床試験の設計が進むことで、治療の成功率が向上することが期待されます。最終的に
は、この知識が個別化されたPROTAC療法戦略へと繋がり、難治性がん患者の予後を劇
的に改善する可能性を秘めています。

元記事: https://www.news-medical.net/news/20260901/Protein-buildup-mechanism-shapes-response-

to-PROTAC-drugs.aspx

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#31 BigHat Biosciences、AI設計CDH17標的ADC
「BHB810」の胃がん第1相試験で初の患者に投与開始

概要

BigHat Biosciencesは、AI駆動型抗体設計プラットフォームを用いて開発された新規
CDH17標的VHH-Fc抗体薬物複合体（ADC）BHB810の第1相臨床試験で、最初の患者が
投与されたことを発表しました。BHB810は、胃がんおよびその他の進行性消化器がん

の治療薬として開発されており、強力な抗腫瘍活性と良好な安全性プロファイルを兼
ね備えるように設計されています。この節目は、AI設計薬がヒトでの研究に進展した
初のプログラムとなり、創薬におけるAIの可能性を大きく示すものです。

公開日 2026年09月02日  BigHat Biosciences  アメリカ



詳細

主要成果

BigHat Biosciencesは、AI駆動型抗体設計プラットフォームを用いて開発された、新規の
CDH17標的VHH-Fc抗体薬物複合体（ADC）BHB810の第1相臨床試験において、最初の
患者が投与されたことを発表しました。この革新的な薬剤は、胃がんおよびその他の進
行性消化器がんの治療薬として開発されており、強力な抗腫瘍活性と良好な安全性プロ
ファイルを両立させるよう設計されています。この臨床試験への進展は、AIによって設
計された薬物がヒトでの研究に進んだ初のプログラムとなり、創薬プロセスにおける人
工知能の変革的潜在能力を明確に示しています。

技術・臨床詳細

BHB810は、がん細胞に高発現する細胞接着分子CDH17を特異的に標的とするように設
計されたVHH-Fc抗体と、強力な細胞傷害性ペイロードを結合させたADCです。VHH
（重鎖のみ抗体）は、従来の抗体と比較してサイズが小さく、組織への浸透性が高く、
安定性も優れているという利点があります。BigHatのAIプラットフォームは、膨大な抗
体配列データと構造データを学習し、特定の標的抗原に対する結合特性、安定性、およ
び製造可能性を最適化した抗体候補を迅速に特定・設計する能力を持っています。第1
相試験は、進行性の胃がんおよびその他の消化器がん患者を対象に、BHB810の安全
性、忍容性、薬物動態、および予備的な抗腫瘍活性を評価することを目的としていま
す。

背景・業界文脈

胃がんは世界中で主要ながんの一つであり、進行期では治療選択肢が限られ、予後不良
であることが多い疾患です。CDH17は、胃がんや結腸直腸がんなどの消化器がんで過剰
発現が見られる有望な治療標的として浮上しています。AI駆動型創薬は、従来の経験
的・試行錯誤的なアプローチに比べて、より迅速かつ効率的に最適化された薬物候補を
同定できるため、製薬業界の関心が高まっています。BigHat BiosciencesのBHB810の臨
床試験入りは、AI技術が創薬パイプラインの初期段階から後期段階まで、その影響力を
拡大していることを示す重要な事例です。



今後の展望

BHB810の第1相試験の結果は、AI設計ADCの将来の展望にとって非常に重要です。もし
良好な安全性と予備的有効性データが得られれば、これはAIを活用した抗体設計が、こ
れまでの創薬の限界を打ち破り、治療が困難な疾患に対する画期的な薬剤を生み出すこ
とができるという強力な証明となるでしょう。今後の試験で、BHB810が進行性消化器
がん患者に有意な臨床的利益をもたらすことが示されれば、AI創薬の成功モデルとし
て、この分野全体の投資と開発をさらに加速させることが期待されます。この進歩は、
患者中心の個別化医療の実現に向けた重要な一歩となります。

元記事: https://www.biospace.com/press-releases/bighat-biosciences-announces-first-patient-dosed-in-

phase-1-trial-evaluating-bhb810-a-novel-cdh17-directed-antibody-drug-conjugate-for-the-treatment-

of-gastric-cancer-and-other-advanced-gastrointestinal-tumors
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